
育じい 育ばあ 「俳句」投句作品一覧

名前またはペンネーム

1 玩具とは　違ふぞそれは　赤蜻蛉 浜ぶどう

2 夕立を　楽しんでゐる　三輪車 浜ぶどう

3 梅雨明けの　さあ一斉に　孫を干す 浜ぶどう

4 よちよちが　よちよちよちと　なる夏野 浜ぶどう

5 クワガタに　狙ひ定めし　二本の歯 浜ぶどう

6 朝顔の　色水作り　咲く笑顔 よっさん

7 梅雨の道　散歩と称し　孫迎え よっさん

8 ひぐらしに　負けない外の　笑い声 よっさん

9 七夕の　願いどちらも　『けんこうで』 よっさん

10 孫と祖母　散歩の様は　かたつむり よっさん

11 桜見て　孫に引かれて　急ぎ足 あっちゃん

12 秋空に　孫に負けじと　玉入れで あっちゃん

13 ホタル見て　これから光れと　孫思う あっちゃん

14 正月に　会えば孫との　背が縮む あっちゃん

15 孫の顔　眺めてこたつで　添い寝する あっちゃん

16 あめ玉が  もみじのお手て  かくれんぼ 竹子デラックス

17 来年は　腕がもげるか　盆休み たまのいわし

18 お令和ハグ　育ジイ組む育バア　き令だ和 筆凛道

19 夏休み　孫は朝から　さあ行く爺 カワサン

20 夏の夕　疲れた爺に　孫が茶を カワサン

21 インフルと　閉鎖が続き　寺子屋に カワサン

22 夏の夜に　宿題にらむ　孫と爺 カワサン

23 運動会　爺場所取りに　駆り出され ハルル

24 ヒーローの　アイテム増える　クリスマス ハルル

25 花曇り　チューブを付けた　孫に会う ハルル

26 育ばあも　休みを取りたい　夏休み 孫離れ

27 育ばあと　孫をとり合う　初節句 孫離れ

28 夏祭り　孫と綿菓子　とり合って 孫離れ

29 進学の　相談受ける　年の暮 孫離れ

30 孫やさし　チョコに手紙の　バレンタイン 孫離れ

31 遠花火　肩車して　孫さわぐ 孫離れ

32 感無量　卒業證書　神だなに 孫離れ

33 夏休み　宿題手伝う　バカな爺 孫離れ

34 子供の日　柱の傷みて　懐かしむ 孫離れ

35 炎天下　甲子園めざし　ランニング 孫離れ

36 夏休み　終日孫の　監視役 千春

37 食べ盛り　孫と取り合う　おでん種 孫離れ

38 反抗期　過ぎ去りし今　卒業式 孫離れ

39 東京へ　入試に旅立つ　孫送る 孫離れ

40 春特集　京都の旅を　孫変える 孫離れ

41 あれ買って!　これ買って!と　クリスマス 孫離れ

42 脛ならぬ　骨までしゃぶられ　卒業式 孫離れ

43 山開　孫が訪ねる　森になる まろん

44 孫と同じ　眉上げ眺む　武者幟 各下奈磨江

45 手だけ出し　爺の背に受く　白い羽根 各下奈磨江

46 夢語る　孫と見上げる　天の川 イナバウアーの白兎

47 夏休み　孫台風がやって　来る イナバウアーの白兎

48 兜締め　爺に跨る　四畳半 イナバウアーの白兎

49 月見酒　今日のお酌は　紅葉の手 イナバウアーの白兎

50 孫帰り　柚子湯に浮かぶ　アヒルかな イナバウアーの白兎

51 着ぶくれて　子らを見守る　交差点 ポンタロウ

52 潮干狩り　児に気配りを　怠らず ポンタロウ

53 ほたる追う　児を追いかけて　蹴つまずく ポンタロウ

54 ごきぶりを　飼うと言う子を　窘める ポンタロウ

55 草萌えや　孫とかけつこ　して寝込む ポンタロウ

56 箸使い　母に似てきた　春近し 烏蘭

57 失敗を　褒めて夜長の　ハーブティー 烏蘭

58 鼈甲亀　海に帰すと　夏座敷 さち

59 緑陰や　爺ちゃんの背中の　温かりき（ぬくかりき） ミッチー

60 蚊遣火や　孫に負けたる　へぼ将棋 小野　道山

61 五歳児の　不貞寝(ふてね)をしたる　寝茣蓙かな 松庵

62 緑陰に　ひねもす孫と　かくれんぼ 松庵

63 甚平の　男子女子(をのこめのこ)と　散歩かな 松庵

64 孫乗せて　馬さんごつこ　夏座敷 松庵

65 秋麗　孫にレシピを　せがまれる 松庵

66 風呂上り　裸の孫を　追い掛ける 安田　蝸牛

67 逃げ回る　孫を捉えて　天瓜粉 安田　蝸牛

68 孫が寝て　少し冷房　弱くする 安田　蝸牛

69 孫は寝て　団扇で風を　送りけり 安田　蝸牛

70 孫の撃つ　水鉄砲に　逃げ惑う 安田　蝸牛

71 立てかけた　洗濯板や　赤蜻蛉 島根のぽん太

72 小糠雨　膝をさすって　迎え行く 安田　蝸牛

73 クリスマス　ケーキふたつを　注文し 安田　蝸牛

74 梅雨晴れ間　洗濯物は　二回戦 安田　蝸牛

75 張り切って　孫が喜ぶ　粽巻く 安田　蝸牛

76 孫のため　大きめ被る　麦わら帽 木立慈雨

77 毎日で　飽きぬ公園　夏休み 木立慈雨

78 孫となら　宝探しだ　芋を掘る 木立慈雨

79 天高く　天使と歩む　コスモス路 木立慈雨

80 孫の手が　紅葉だった　日大銀河 木立慈雨

81 セミ捕りの　網返してと　孫の声 月あかり

82 誕プレに　絵本を選ぶ　薄暑かな 寿々

83 花疲れ　二人でしばし　夢の中 寿々

84 立ちぶらんこ　両手離しちゃ　だめですよ 寿々

85 雲梯が　一人でできた　空高し 寿々

86 運動会　最後までよく　走れたね 寿々

87 笑う孫　ランドセルも　微笑んで あっちゃん

88 夏祭り　孫の踊りに　目が笑う あっちゃん

89 水しぶき　プ―ルの底に　孫の足 あっちゃん

90 イチゴ狩り　食べる数も　孫に負け あっちゃん

91 お年玉　増えて微笑む　孫の年 あっちゃん

92 フルートの　音が揃わぬ　星月夜 寿々

93 山笑う　やっと始めの　一歩出て 寿々

94 いいのいいの　生まれただけで　春の風 寿々

95 矢継ぎ早　いろいろ聞いて　風光る 寿々

96 立春や　未来へ開く　つないだ手 寿々

97 寝る孫と　爺のまどろむ　夏座敷 堀　卓

98 喉鳴らし　孫と競って　麦茶飲む 堀　卓

99 秋深し　ゲームで孫に　歯が立たず 堀　卓

100 真剣な　孫の手を引き　墓参り 堀　卓

101 夏休み　臨時教師に　祖父母充て シャーロック

102 夏休み　終わる頃蛇　掴む孫 シャーロック

103 孫連れて　祖父母疎開の　夏の村 シャーロック

104 おままごと　祖父母の席あり　夏木陰 シャーロック

105 夏の雨　孫さす傘に　背を曲げる シャーロック

106 ブロッコリ　食べればなれる　ウルトラマン 中村　康二

107 ジジ抱っこ　娘をチラ見　夏の空 中村　康二

108 ジジ怪獣　何度も再生　玉の汗 中村　康二

109 立ってする　座ってするの　入園児 中村　康二

110 ジジ読んで　膝にスッポリ　春炬燵 中村　康二

111 夏休み　まごの宿題　脳トレに まご命

112 孫の手や　フル稼働の　夏休み まご命

113 孫が来た　猫の手欲しい　夏休み まご命

114 雷鳴も　遠くへ逃げる　まご嵐 まご命

115 盆休み　雷やめて　育爺に まご命

116 摘み取った　つくしの数が　孫に負け あっちゃん

117 初詣 　階段の先　孫上る あっちゃん

118 みかん食べ　孫と宿題　目が細る あっちゃん

119 雪を見て　雪見大福　孫と食べ あっちゃん

120 卒業式 　孫と我が子が 　重なって あっちゃん

121 夏休み　孫ファーストの　時間割 堀　卓

122 寝る孫を　優しく守る　うちわ風 堀　卓

123 幼子に　肩たたかれる　敬老日 堀　卓

124 孫の手の　するりと逃げる　小春かな 堀　卓

125 遠足で  母と言われて  ほくそ笑む 竹子デラックス

126 お年玉　孫の忖度　ジジ涙 よしぼう

127 お節重　孫来てババの　強気かな よしぼう

128 夏休み　日記に楽し　ばあちゃんち よしぼう

129 子育てを　サボったバツの　ジジの夏 よしぼう

130 世間様　流行らせないで　お盆玉 よしぼう

131 入園で　ジジのスパルタ　反省し よしぼう

132 お正月　孫来てジジの　イクジナシ よしぼう

133 夏休み　無理がきかない　腰と金 よしぼう

134 令和来て　昭和のの美徳　遠くなり よしぼう

135 人気者　じいじじいじと　孫とセミ あっきー

136 初孫と　同じ歩幅で　春散歩 ルッコラ

137 短冊に　孫と五輪や　星今宵 ルッコラ

138 もろこしの　マイク握って　孫の宴 ルッコラ

139 夏陽差す　卓に写真の　児らはしゃぐ ルッコラ

140 少年に　戻りて孫と　補虫網 ルッコラ

141 孫しかり　子に叱られた　夏休み ちずちゃん

142 紫陽花の　世話は楽しく　孫忘れ ちずちゃん

143 絵日傘を　差してお迎え　孫よそ見 ちずちゃん

144 ばあちゃんと　何度も孫が　夏至の頃 ちずちゃん

145 影探し　孫とかっけこ　田植時 ちずちゃん

146 暑き日や　待合室に　君の声 璃紗

147 夏の夜　あのねの続き　聞けぬまま 璃紗

148 ブランコに　赤い実ひとつ　秋の宵 璃紗

149 離れても　孫への思い　負けないよ 正太郎

150 遠くから　見守るのも　愛なのさ 正太郎

151 そりやーさ　身近にいて　触れたいさ　 正太郎

152 孫が読む　絵本で眠る　星月夜 寿々

153 逆上がり　できたドヤ顔　風薫る 寿々

154 二人して　クジラを探す　春の川 寿々

155 祭りの日　髪のかたちが　気に入らぬ 寿々

156 急ぐ子を　麦藁帽子　追いかけて 寿々

157 未熟児の　退院を聞く　かき氷 ハルル

158 朝顔の　世話と観察　頼む孫 ハルル

159 水遊び　じいちゃん一層　ふやけ顔 お酢

160 アホになれ！　本気で遊べ！！　盆踊り お酢

161 汗拭い　爺のおむつは　孫の後 角　奈緒子

162 汗拭いて　おむつは爺さん　孫先ね 角　奈緒子

163 汗拭い　爺よ孫よと　おむつ替え 角　奈緒子

164 孫ふたり　争う声と　笑う声 でぶりん

165 孫ふたり　背の高さで　追い抜かれ でぶりん

166 手を引かれ　幼い頃を　想い出し でぶりん

167 手を引かれ　幼い頃が　目に浮かび でぶりん

168 水ぬるむ　前途普通の　蛙の子 三郎

169 いい子だけ　仲間外れや　秋深し 三郎

170 得意技　内野安打の　草野球 三郎

171 オオタニと　孫が名付けて　雨蛙 三郎

172 夏休み　孫に偉人伝　読み聞かせ 三郎

173 ホタル飛ぶ　川辺を走る　孫追うて 小野　昭二

174 孫の手の　届かぬホタル　竹ぼうき 小野　昭二

175 蜥蜴追う　孫の捕まえ　尻尾だけ 小野　昭二

176 孫が見る　蝸牛ゆく　枝の先 小野　昭二

177 父の日に　孫の描きたる　似顔絵を 小野　昭二

178 最初はグー　孫に勝たせた　祖母逝けり 笑美子

179 夏の夜に　百年の夢　孫へ言い 笑美子

180 風呂の窓　開けりゃ名月　孫を抱き 笑美子

181 絵日記の　祖母は入歯を　入れ忘れ 笑美子

182 初孫の　箸用意する　彼岸かな 笑美子

183 幼き手　風鈴ならす　風となる らっきー

184 桃色の　桜が染める　孫の頬（ほほ） らっきー

185 孫と猫　小春日和の　膝の上 森のくまさん

186 むずかしい　漢字調べる　薔薇園で 寿々

187 森みたい　深呼吸する　木下闇 寿々

188 ソーダ水　おとなになれば　のめるかな 寿々

189 愛犬と　耳をすませば　春の声 寿々

190 おしゃべりが　尽きない二人　蚊帳の中 寿々

191 紫陽花と　孫で一日を　塗りつぶす 雨径

192 孫の描く　はやぶさ２が　卓を食む 雨径

193 牽牛花の　鉢かたづけて　孫を呼ぶ 雨径

194 ハイキング　孫と青葉の　色になる 雨径

195 娘連れ　来た金魚釣り　孫と来る やすよ

196 風鈴が　孫を眠りに　誘う夕　 やすよ

197 ジジババが　宿題こなす　夏休み 春爺

198 袴着の　孫の手を引く　老い二人 安田　蝸牛

199 甲虫　ジジの仕掛けで　十二匹 春爺

応募№ ■俳句作品
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200 孫とする　金魚掬いの　きりも無や 安田　蝸牛

201 孫釣りし　金魚の世話に　日々追はる 安田　蝸牛

202 孫等待つ　祖父母と西瓜　井戸端で いちご

203 孫達と　遠泳競う　ビキニ祖母 いちご

204 酌しつつ　鮎狙ってる　孫娘 いちご

205 昼寝する　孫に戦争　行かせない いちご

206 孫達と　相撲取り終え　飲むラムネ いちご

207 孫と見る　花火はドカン　時止まれ いちご

208 夏終る　孫皆帰る　また二人 いちご

209 ジジババも　予約をしよう　星月夜 春爺

210 ジジはタコ　孫はうどんの　半夏生 春爺

211 熱帯夜　ばばのうちわは　しわの風 春爺

212 夏の月　寝るややズシリ　五十肩 うめ

213 桃を剝く　甘き孫の手　孫の爪 おおいた ばあば

214 夏座敷　「うちの孫は」と　婆合戦 おおいた ばあば

215 稲光　一瞬止まる　孫自慢 おおいた ばあば

216 洟垂れも　洟垂れのパパ　揃い浴衣 おおいた ばあば

217 夏の馬力　孫の年齢　分の一　（ １/孫の年齢  ） おおいた ばあば

218 流れ星　おねがいごとは　秘密です 寿々

219 朝顔の　今日咲く花は　どんな色 寿々

220 心太　百個のお口　あるのかな 寿々

221 おばあちゃん　怒っているよ　夏の雲 寿々

222 でんでんむし　探しにいこう　傘さして 寿々

223 小さき手　皺にたまった　汗ぬぐう ちずちゃん

224 走馬灯　幼き孫の　アルバムよ 正太郎

225 蚊取り豚　孫との昼寝　思い出し 正太郎

226 風鈴の　涼しき音色　孫にみし 正太郎

227 孫守る　守護霊でも　願い夏 正太郎

228 瞬く間　過ぎ去りし日々　晩秋に　　　　 正太郎

229 人気者　「じいじじいじ」と　孫とセミ 正太郎

230 茶話会や　孫が選んだ　春袷 ルッコラ

231 稚児に手を　引かれて初夏の　団子茶屋 ルッコラ

232 あやとりを　教えおそわり　秋夜長 ルッコラ

233 はつなつの　卓に蛇文字　おしながき ルッコラ

234 膝に孫　のせて月夜の　絵本旅 ルッコラ

235 万緑や　孫の乳歯が　生え初むる 三郎

236 孫よりも　ばあばが眠い　昼寝かな 寿々

237 満面の　笑みで追っかけ　しゃぼん玉 寿々

238 お手玉を　両手に握り　昼寝覚 寿々

239 花の名で　呼んであげると　思案顔 寿々

240 嬰（やや）の手の　汗ばみてをり　芳しき あすか

241 夕端居　嬰（やや）に聴かする　師の一句 あすか

242 風鈴や　嬰（やや）見開きて　眉開く あすか

243 蚊帳の裾　さつと引く嬰（やや）　抱きつつ あすか

244 嬰（やや）泣けば　その父母祖父母　笑ふ秋 あすか

245 蝉の声　孫の歓声　混ざりあい あすか

246 夏すだれ　子たちの寝顔　今は孫 正太郎

247 蚊取り豚　子との思い出　繋ぐ孫 正太郎

248 大西瓜　あっという間に　孫の腹 正太郎

249 風鈴と　孫のなき声　調和して　　 正太郎

250 背が伸びて　踝見える　浴衣裾 ミエコ68

251 ありがとう　小さな背中に　日々への感謝 ミエコ68

252 朝起きて　日差しに負けぬ　孫の声 ミエコ68

253 ひまわりと　背比べする孫　こちらも笑顔 ミエコ68

254 夏休み　私は逆に　忙しい ミエコ68

255 秋晴や ６人で行く 参観日 かぐや姫

256 じいちゃんと 秘密の虫取り ツアーかな かぐや姫

257 ねんねこで スヤスヤおばあちゃんが好き かぐや姫

258 風邪ひきの SOSが うれしくて かぐや姫

259 母の日に これはホントは おばあちゃま かぐや姫

260 ジジ読んで　尻からヒザに　日向ぼこ まるまる３１

261 めくるのに　合わせ早口　汗拭い まるまる３１

262 ジジ早く　階下の呼び声　夏氷 まるまる３１

263 通園の　抱っこなくなり　巣立鳥 まるまる３１

264 初プール　2秒で寝落ち　髪濡らし まるまる３１

265 「舟唄」の　孫バージョンや　葱刻む ナフナン

266 背伸びして　はしゃぐ児ぬくき　寒厨 ナフナン

267 もみじ手や　離れて捕らふ　赤蜻蛉 ナフナン

268 爺と児の　箸が闘う　鍋奉行 ナフナン

269 キャラ弁の　キャラ勉励む　婆の春 ナフナン

270 毛糸玉 ふたつベビーの ニット帽 ナフナン

271 春爛漫　唯我独尊　孫眠る 三郎

272 孫運転　桜の下の　縄電車 三郎

273 騎馬戦や　孫も馬役　天高し 三郎

274 お食い初め　真鯛の皿は　魯山人 三郎

275 二泊三日　仏も孫も　盆の旅 三郎

276 孫の手が　孫の土産の　帰省かな 坂井　清明

277 扇風機　前に二人の　宇宙人 蒼介

278 ラムネ飲む　孫は気づけば　十二歳 璃紗

279 夏深し　孫に手引かれ　駄菓子屋へ 璃紗

280 夕焼けや　ばあばそろそろ　鬼になる 璃紗

281 秋の朝　産声ひとつ　飛び跳ねる 璃紗

282 育ばあの　ぐっしょり汗で　送る孫 ウララウラベ

283 育じいの　釣果待ってる　孫の夏 ウララウラベ

284 育ばあの　団扇で扇ぐ　孫昼寝 ウララウラベ

285 育ばあの　読んで船漕ぐ　絵本かな ウララウラベ

286 育ばあも　咳する孫に　もらう風邪 ウララウラベ

287 大腿筋　鍛えて孫と　夏帽子 ハルル

288 ままごとに　爺とポチとが　お客様 ハルル

289 父の日に　ひらかなばかりの　メッセージ ハルル

290 稲穂より  頭が下がる  帰宅後は 星  新

291 孫が言う  春夏秋冬  暮れ暮れと 星  新

292 腰曲がる  田植えと選挙  孫の世話 星  新

293 あさがおが  機嫌悪しで  難儀する 星  新

294 冬の夜  孫とお揃い  紙オムツ 星  新

295 カタツムリ　高さの違う　傘、ふたつ お酢

296 将棋まで　五歳に負けて　彼岸過ぎ 三郎

297 寝汗拭き　孫はいびきの　熱帯夜 春爺

298 麦わら帽　パパのお古を　孫が載せ 春爺

299 祖父が吹く　青葉の笛は　昭和調 明日勝

300 子はNG  孫ならOK  オムツ替え ゆづりつママ

301 祖母の家  金魚とクワガタ  増えていく ゆづりつママ

302 運動会  バッティングして  走る祖母 ゆづりつママ

303 夏蒲団　昭和の歌が　子守唄 一匹羊

304 夏休み　孫の口から　「どっこいしょ」 一匹羊

305 秋の星　隔世遺伝　してゐる目 一匹羊

306 ジジイー！　はいはい此処だ　晩秋も 正太郎

307 アマガエル　この声聞けば　孫思う 正太郎

308 虫籠と　網棒見ると　子と孫を 正太郎

309 古い蚊帳　孫たちの顔　子と同じ 正太郎

310 秋風に　子と孫の声　混ざり合い　 正太郎

311 箱釣りやじじの流儀を見せてやる 春爺

312 意味、違う？　孫よりハシャぐ　プール熱 お酢

313 熱帯夜　孫を頼んで　共稼ぎ よし得

314 星月夜　孫は感謝の　酒をつぐ よし得

315 海水浴　素面の婆に　孫迷子 よし得

316 夢育て　孫を育てる　虫の声 よし得

317 流れ星　夢も入れてる　ランドセル よし得

318 カキ氷　ババは一口　ジジは無し カゴメ

319 婆の胸　泣く孫ハモル　蝉の声 千春

320 あのうちも　孫がいるのか　蛍族 四季

321 カルタより　小さい孫の　手が跳ねる 四季

322 孫が来る　つまみ苺に　替えてみる 四季

323 絵本好き　花ばっかりの　本ねだる 四季

324 孫帰り　猫とゆっくり　昼寝する 四季

325 おじじって　呼ばれ幸せ　ひまわりだ 正太郎

326 孫絆　四季折々に　ましてゆき 正太郎

327 晩秋に　孫への思い　さざれ石 正太郎

328 難病も　孫の笑顔で　雨時雨 正太郎

329 思い出が　旅立ち土産　孫の顔　 正太郎

330 観覧に　行って寝込むや　運動会 ならは

331 さみだるる　孫と人生　ゲームせり ならは

332 ビー玉は　取り外してねと　飲むラムネ ならは

333 心太　一本箸の　技見せる ならは

334 冷や素麺　以外作れと　孫女王 ならは

335 婆の衣の　おむつと泳ぐ　鯉のぼり カラスの行水

336 孫の道　辿れば春の　海に出る カラスの行水

337 孫一人　大人六人　七五三 カラスの行水

338 夕焼けと　孫の「あのね」に　カラス鳴く カラスの行水

339 夏休み　ママが恋しと　孫が泣き うみわたる

340 鯉のぼり　買って孫待つ　一軒家 うみわたる

341 逞しく　日焼けの孫や　半夏生 春爺

342 来て嬉し  去ってまた良し  蝉しぐれ 青 老

343 どこまでも  どこまでも行く  麦わら帽 青 老

344 クン付けで  呼ばれて嬉し  あかとんぼ 青 老

345 つなぐ手に  ゆれる面影  流れぼし 青 老

346 もう夏か　もうさ秋かぁ　孫ももう 正太郎

347 菜園の　育ちスピード　孫たちも 正太郎

348 セミ追うさ　知らぬ子たちに　孫思う 正太郎

349 遠き孫　思いすぐそこ　紅葉色 正太郎

350 愛らしき　芍薬の花　孫の笑み　 正太郎

351 孫色に　染まる旧型　冷蔵庫 律儀者の子沢山

352 青芝の　孫や遥かへ　駆け比べ 律儀者の子沢山

353 愚図る孫　あれやこれやと　夏燕 律儀者の子沢山

354 泣き疲れ　眠る赤子や　夕立晴 律儀者の子沢山

355 天の川　孫と見上げて　腰伸ばす 律儀者の子沢山

356 節句なり  物干し竿で  鯉泳ぎ ブレンデイー

357 水鉄砲  孫と掛け合い  水濡れに ブレンデイー

358 お年玉  少なし年金  更に減り ブレンデイー

359 子と孫に  負んぶに抱っこ  夏山に ブレンデイー

360 夏休み  孫が腰押し  金毘羅へ ブレンデイー

361 バアバ見て　だだんだんだよ　雲の峰 バアバ

362 怖いけど　怖いと言えぬ　青蛙 バアバ

363 帰らない　ジイジと遊ぶ　夏休み バアバ

364 バッタのが　ユウ君でかくて　怖いって バアバ

365 指先の　てんとうむしが　ふるえてる バアバ

366 湯たんぽを　夜通し抱かせ　朝を待ち 四季

367 ひまわりに　背抜かれどっと　泣く子かな 四季

368 相撲取る　孫に負けるも　一苦労 四季

369 休耕田　案山子を真似て　孫と立ち 四季

370 児が泣いて　昼寝の猫も　大あくび 四季

371 育じいに　夏の風受け　孫重し 枇杷恵二

372 育じいは　盆が来るたび　年違え　　 枇杷恵二

373 育じいも　孫の顔見て　五月晴れ　　 枇杷恵二

374 孫まだか　言葉飲み込む　盆帰省 しんちゃん

375 孫未だ　娘の靴と　夏の服 しんちゃん

376 低い枝　柿取り残し　孫迎え しんちゃん

377 赤とんぼ　孫に止まらず　爺の背に しんちゃん

378 玄関に　蝉の抜殻　置土産 しんちゃん

379 お年玉　貰って孫は　直ぐ帰り しんちゃん

380 腹と背に　孫が取り付く　皐月風 しんちゃん

381 蝉時雨　孫の昼寝や　大広間 しんちゃん

382 蟻見つけ　摘まみし孫や　雲の峰 しんちゃん

383 かぶと虫　電池切れたと　孫持参 しんちゃん

384 孫を見て　思い出す我が　故郷の夏 うみわたる

385 ひと夏が　恋しい孫の　笑顔かな うみわたる

386 秋風も　なんのそのだよ　孫の顔 正太郎

387 夏花に　孫が重なる　ジジイなり 正太郎

388 季節風　すいすいと乗る　うちの孫 正太郎

389 あいたいな　元気ならOK 　孫思う 正太郎

390 遠い孫　ジジイの思い　君のもの　 正太郎

391 風止んで　孫の寝顔や　蚊遣香 しんちゃん

392 バスタオル　広げ裸の　孫を追う しんちゃん

393 化粧台　婆の手を引く　半夏生 しんちゃん

394 夕立の　降り始めたり　孫の靴 しんちゃん

395 雷鳴の　中で揃える　孫の靴 しんちゃん

396 やせうまを　孫に作りて　麦の秋 しんちゃん

397 とり天を　孫と一緒に　運動会 しんちゃん

398 花曇り　妻はとり天　孫にあげ しんちゃん
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399 だんご汁　味はどうかと　孫に問い しんちゃん

400 やせうまを　孫が狙いし　盆供養 しんちゃん

401 サッカーを　終わりし孫へ　だんご汁 しんちゃん

402 孫の手を　引く影伸びて　秋祭り しんちゃん

403 すやすやと　寝る児背負いし　冬銀河 しんちゃん

404 長靴の　孫の足型　霜柱 しんちゃん

405 薄氷　見つけては割る　孫の傘 しんちゃん

406 学校の　ありがたさ知る　夏休み ばあば頼み

407 秋桜を　愛でる暇なく　わしづかみ ばあば頼み

408 寝返りが　増えたよじいじ　扇風機 ばあば頼み

409 振り向くと　麦わら帽子が　歩いてる ばあば頼み

410 着ぶくれの　孫よちよちと　鳩を追う しんちゃん

411 孫達の　追いかけっこや　風光る しんちゃん

412 孫が手を　引いて急かせる　大花火 しんちゃん

413 所在なく　孫と涼みに　百貨店 しんちゃん

414 抱え上げ　孫に結ばす　七夕飾り しんちゃん

415 孫帰り　胸に祭りの　後の風 アカエタカ

416 雨宿り　孫との距離を　近くする アカエタカ

417 夕立に　爺の手引いて　孫駆ける アカエタカ

418 虫集め　虫は苦手と　言えぬ爺 アカエタカ

419 カブト虫　蹴られる欅　痛かろう アカエタカ

420 お年玉　多額の方へ「ありがとう」 ロビンフッド

421 入学日　張り切る孫に「幸よあれ！」 ロビンフッド

422 夏休み　孫とセミ捕り　里の朝 ロビンフッド

423 お正月　孫のお目当て　お年玉 ロビンフッド

424 夏休み　孫と川の字　蚊帳の中 ロビンフッド

425 万札で　鶴折り孫に　お年玉　 三郎

426 百点の　テストの褒美　メロン買い 三郎

427 家中で　一番高価　雛の椀 三郎

428 打ち損じ　孫のシンバル　文化祭 三郎

429 菊花賞　馬名でカタカナ　教えたり 三郎

430 お年玉　年々上がる　期待額 ロビンフッド

431 運動会　孫の出番に　腰浮かす ロビンフッド

432 夏休み　いつもの場所で　背比べ ロビンフッド

433 敬老席　孫が手を振る　運動会 ロビンフッド

434 運動会　可愛い孫に　ロックオン ロビンフッド

435 雛飾り　今日もじじばば　保育園 しんちゃん

436 焼酎に　垂らすカボスや　孫帰る しんちゃん

437 孫祝う　令和の風や　鯉のぼり しんちゃん

438 孫送る　バックミラーに　由布の雪 しんちゃん

439 孫の手を　引いて涼みし　別府湾 しんちゃん

440 預かって　泣かれておんぶ　梅雨晴れ間 ハルル

441 ママからの　スマホの指示で　離乳食 ハルル

442 抱き癖を　付けて返した　三社祭 ハルル

443 水密が　孫のほっぺと　同じ色 ハルル

444 梅雨晴れに　裸足で入る　水たまり ハルル

445 九九習う　孫と柚湯で　グロッギー ナフタリン

446 バレンタイン　チョコのおかえし　タブレット ナフタリン

447 夏風呂も　肩まで浸かれ　爺の癖 ナフタリン

448 終活に　貯めた年金　お盆玉 ナフタリン

449 なけなしの　終活資金が　ランドセル ナフタリン

450 好物の とうもろこしが 孫を待つ 寺石　八重子

451 孫２人　麦わら帽子　出番待ち 寺石　八重子

452 孫の飼う　オタマジャクシの　世話はじじ 寺石　八重子

453 ミニトマト　収穫間近　孫を待つ 寺石　八重子

454 七夕会　孫しか見えぬ　目の不思議 寺石　八重子

455 ジジイのさ　小言もいつか　秋の空 正太郎

456 うるさいな　そんな思いが　夏の蝉 正太郎

457 夕暮れに　遠き孫たち　蜃気楼 正太郎

458 カラス鳴く　夕陽の空に　孫思う 正太郎

459 老境の　願いは一つ　夏時雨 正太郎

460 孫に手を　ひかれあきつの　海の中 風神雷神

461 風光る　じいじと言えて　児の笑顔 石川　昇

462 父の日の　爺にも呉れた　肩もみ券 石川　昇

463 水鉄砲　いつでも爺は　撃たれ役 石川　昇

464 孫の来る知らせ プールを下見する 石川　昇

465 爺と児の　かわりばんこの　氷菓かな 石川　昇

466 爺パパと　孫に呼ばせて　春が来る 酒乱Q

467 夏休み　筋トレ兼ねて　孫育て 酒乱Q

468 雲の嶺　育ジイぬっと　立ち上がる 酒乱Q

469 後出しで　負けて　ジャンケン五月晴 酒乱Q

470 絵日記に　忖度爺の　髪増える 酒乱Q

471 団栗や　孫と笑顔と　やじろべえ 春爺

472 茣蓙昼寝　孫は眠らず　じいじ寝る エッフェル

473 紫陽花と　盆栽眺める　孫と爺 エッフェル

474 今日じいじ　明日はばあばと　かくれんぼ エッフェル

475 日々暑く　熱い思いで　孫を抱く 瀬田の薫姫

476 誕生日　クリスマスに　お年玉 孫猫

477 夜明け前　列の先頭　なに買える？ 孫猫

478 中秋の　名月いつでも　肩車 孫猫

479 慣れた手で　ミルクと愛情　寺若葉 孫猫

480 冬の月　できることなら　私にうつれ 孫猫

481 ねぇオジシ　何だなんにも　孫ジヤレ 正太郎

482 トボトボと　孫との歩調　夏空に　 正太郎

483 晩秋に　今更だけど　孫元気 正太郎

484 そんなもの　孫との日々が　蜃気楼 正太郎

485 余命しり　風鈴おりん　孫思う 正太郎

486 年の瀬に　新雪舟滑らす　孫と爺 かんてつ

487 じじ抱っこ　筋トレ続く　ゴールデンウイーク かんてつ

488 初孫の  沐浴待つ間の  夕涼み 美瑛

489 ビキニ着て  問われる前に  初孫です 美瑛

490 初釜の　作法を孫に　教えたり 長坂　福夫

491 習いごと　孫が始める　梅雨まじか 長坂　福夫

492 花並木　孫のお供で　登園す 長坂　福夫

493 赤蜻蛉　我を見る孫　仏かな 安森　範明

494 夜泣き子を　やさしく抱いて　旱星 安森　範明

495 孫来ても　帰るもうれし　ばあの夏 安森　範明

496 号泣きの　孫に手をやく　熱帯夜 安森　範明

497 子育ての　ばあぢいじいに　神の顔夏 安森　範明

498 熱帯夜　夜泣きやまぬ孫　コップ酒 安森　範明

499 母恋し　泣きやまぬ孫　夏の果 安森　範明

500 赤蜻蛉　孫のひとこと　宝もの 安森　範明

501 泣きやまぬ　子を抱きにけり　夏の果 安森　範明

502 にっこりと　笑みむ孫や　天の川 安森　範明

503 孫達の　笑い声聞こえ　床をあげ 三浦　修

504 孫の世話　新たな生きがい　梅雨の空 三浦　修

505 お彼岸に　孫受け期待　おはぎ作り 三浦　修

506 春休み　来たよとじいじに　飛びかかり 三浦　修

507 田舎来て　河川プールに　孫はしゃぐ 三浦　修

508 夏の午後　孫にそい寝して　夢まどろむ 三浦　修

509 子離れも　できないうちに　孫育て 宮本　明子

510 子育ての　リベンジ燃える　孫育て 宮本　明子

511 幼な子に　本気のケンカで　勝つ私 宮本　明子

512 孫娘妻　夫の顔も　七変化 宮本　明子

513 キャラ弁　孫と作りし　秋の朝 野口　成人

514 盆休み　ぐずりし孫の　おしめ替え 野口　成人

515 ゆかた着せ　孫と加わる　踊りの輪 野口　成人

516 夏の日　孫がはしゃぐ　回転寿司 東予稲村

517 孫が来る　早く帰れと　熱い汗 東予稲村

518 縁側で　転寝娘　孫の夏 ホームズ

519 肩車　故郷の海や　遠き夏 ホームズ

520 夏休み　祖父の武勇の　鯨捕り ホームズ

521 夏休み　孫の電話　取れる位置 ホームズ

522 一人っ子　伯父叔母祖父母　皆の夏 ホームズ

523 キャラ弁の　レシピを検索　春炬燵 風まかせ

524 いい日だね　孫を手にとり　初詣 としちゃん

525 孫が出る　勝って嬉しい　すもうかな としちゃん

526 お年玉　それを目当てに　孫が来る としちゃん

527 孫や子に　囲まれている　年賀状 としちゃん

528 喉かすれ　孫の応援　運動会 としちゃん

529 うちわ風　寝るまで送る　熱帯夜 春爺

530 孫達と　競う日焼けの　夏休み パパラッチ

531 還暦を　忘れていたり　夏休み パパラッチ

532 爺婆を　若返らせる　甲虫 パパラッチ

533 熱帯夜　寝相姿は　瓜二つ パパラッチ

534 爺ちゃんち　目指して孫の　夏休み パパラッチ

535 夏休み　網振り回す　ジジとババ 森のくまさん

536 育むぞ　夏ばれみたく　ジジイゼミ 正太郎

537 ジジイにも　育みジジイ　思う秋 正太郎

538 蜃気楼　そんな風でも　ジジイばさ 正太郎

539 ケロケロと　蛙鳴く夏　膝に孫 正太郎

540 トンボとり　過ぎ去りし日々　幼な孫 正太郎

541 我が宝　早くも予約　ランドセル しげじい

542 孫トリオ　我が家につどう　夏休み しげじい

543 瓜ふたつ　夏の日焼けの　孫の顔 しげじい

544 孫達よ　四季折々を　じいばあと しげじい

545 我が孫よ　泣くも笑うも　じじばばと しげじい

546 うちの孫　受けて育てよ　夏の日を しげじい

547 初孫は　ばばの料理に　舌つづみ しげじい

548 筆ペンで　孫と肩寄せ　賀状書く ロビンフッド

549 運動会　孫の姿に　カメラ列 ロビンフッド

550 お正月　孫のお目当て　お年玉 ロビンフッド

551 敬老日　小遣い渡す　孫が増え ロビンフッド

552 ２０夏　孫と勉強　英会話 ロビンフッド

553 ジジ・ババに　連れられ墓参　夏休み ロビンフッド

554 カヤの中　祖父母と眠る　熱帯夜 ロビンフッド

555 男の子　育じい指導の　子供の日 ロビンフッド

556 盆の候　生老病死の　真理説く ロビンフッド

557 女の子　育ばあ指導の　ひな祭り ロビンフッド

558 男らしさ　教えてくれた　子供の日 ロビンフッド

559 女らしさ　教えてくれた　ひな祭り ロビンフッド

560 終業式　孫の笑顔の　通知表 ロビンフッド

561 孫育で　足の痛みは　雪のよう 春菜

562 夏の空　孫に手ひかれ　どこまでも 春菜

563 背比べ　刻む我が家と　若葉の木 春菜

564 生誕の　祝い嬉しや　秋の空 春菜

565 祖父の背を　見て生く孫に　鯉のぼり 清さん

566 月を背に　川面に孫と　蛍追う　 清さん

567 孫の笑み　支えに歩く　夕涼み 清さん

568 孫とゆく　浴衣の背なに　遠花火 清さん

569 ひまわりに　孫と重なり　えびす顔 清さん

570 髪飾り　浴衣に映えて　いい笑顔 寺石　八重子

571 浴衣着て　踊る孫より　緊張す 寺石　八重子

572 お下がりの　ママの浴衣に　懐古する 寺石　八重子

573 運動会　緊張するのは　見る祖父母 寺石　八重子

574 初めての　かけっこじじばば　息を呑む 寺石　八重子

575 運動会　孫の手をとり　走る爺 としちゃん

576 綺麗だね　孫と見上げる　花火かな としちゃん

577 孫が来る　待ちどうしいね　夏休み としちゃん

578 孫が勝ち　心うきうき　すもうかな としちゃん

579 海水浴　孫の手をとり　嬉しそう としちゃん

580 雨が降る　孫の所は　大丈夫か 璃紗

581 夕日背に　影踏みしてる　孫がいる 璃紗

582 サイダーで　孫と女子会　三時間 璃紗

583 夏休み　孫が来ないと　寂しいな としちゃん

584 運動会　孫が思いで　連れてくる としちゃん

585 お年玉　今日の主役は　爺かもね としちゃん

586 爺ちゃんが　孫の手をとり　お餅つき としちゃん

587 孫が来る　今日は楽しい　クリスマス としちゃん

588 極寒や　孫で暖取り　寝入る祖父 追手町門太

589 五月雨や　てるてる坊主　作る祖母 追手町門太

590 年玉や　心で泣いて　太っ腹 追手町門太

591 老体に　むち打ち孫と　夏の海 追手町門太

592 息白し　ポンと一押し　ランドセル 春爺

593 ドヤ顔で　金魚すくいの　技伝授 春爺

594 逃げる孫　後追うホースを　見てる犬 カゴメ

595 墓参り　日傘うちわで　孫守る カゴメ

596 さそり座を　見上げる孫と　じいじの背 三太夫

597 「わぁ～、すごい！」　じじの虫取り　孫歓声 三太夫



育じい 育ばあ 「俳句」投句作品一覧

名前またはペンネーム
応募№ ■俳句作品

598 凧揚げし　孫追うじじの　息弾む 三太夫

599 雛飾り　孫とはしゃぐ　ばば童女 三太夫

600 無病願い　孫の手を引き　茅の輪（ちのわ）くぐり 三太夫

601 夏休み　孫の工作　じじ奮闘 三太夫

602 孫と爺　クワガタ・カブト　昆虫館 三太夫

603 墓参り　孫に先祖を　語るじい 三太夫

604 孫連れて　旧友再会　入学式 モト

605 爺と婆　天孫取り合う　盆と暮れ　 モト

606 夏期講座　孫が講師の　ＳＮＳ モト

607 団扇持ち　孫に慈愛の　風送る 澄海

608 空蝉で　教える命　儚きを 澄海

609 ご先祖の　遺徳伝える　盆休み 澄海

610 孫の為　男日傘も　厭わない 安田　蝸牛

611 紅葉色　ジジイ色？　孫ほっぺ 正太郎

612 風鈴で　眠りを誘う　おさな孫 正太郎

613 西瓜割り　孫の笑顔　走馬灯 正太郎

614 春暁や　長椅子で待つ　呱の声 マイグラニー

615 うららかや　育児アプリの　授乳時間 マイグラニー

616 子を背負い　夕餉の支度　蝉時雨 マイグラニー

617 虫の声　孫より先の　寝落ちかな マイグラニー

618 寒月や　チャイルドシートに　夜泣きの子 マイグラニー

619 ア孫癖　とかく難し　育ジゼミ 正太郎

620 四季のない　未来の地球　孫にはよ 正太郎

621 ダメそれは　絶対孫に　地球の死 正太郎

622 祭り日や　好きっちゃ！とり天　踊る孫 育じい改

623 七瀬川　ホタル乱舞や　孫燥ぐ　 育じい改

624 愛娘の　お産に咲いた　梔子の花 ゆりこ

625 飲み干せど　次は何じゃの　雨蛙 ゆりこ

626 梅雨晴れに　笑顔もどれり　新米ママさん ゆりこ

627 里帰り　北上しないで　梅雨前線 ゆりこ

628 またおいで　私にポツンと　戻り梅雨 ゆりこ

629 樽風呂に　ゆずと並んだ　孫のかお まかしょ

630 手を合わせ　飾るおもちゃに　夏の風 まかしょ

631 写真立て　孫におやすみ　天の川 まかしょ

632 爺散歩　もみじの手から　秋伝ふ とびうお

633 ぐずる孫　あやし眺めた　天の川 とびうお

634 蟹屎（かにばば）を　言祝ぐ孫に　夏は来ぬ とびうお

635 爽やかに　“産んでもいい”と　爺の笑み とびうお

636 木枯らしや　孫の欠伸に　勇気わく とびうお

637 春の宵　つまみは孫の　離乳食 とびうお

638 貧しくも　孫の欠伸に　風光る とびうお

639 産む決意　爺の元気に　青田吹く とびうお

640 嗄（しわが）れた　唄にも馴れて　孫昼寝 とびうお

641 七夕や　孫の願ひか　笹たわむ とびうお

642 初湯入れ　卵のように　孫わたす とびうお

643 爺ダウン　おんもに抱っこ　霾（よな）ぐもり とびうお

644 雲の峰　伜汗だく　ラマーズ法 とびうお

645 添い寝する　孫より先の　昼寝かな とびうお

646 背には孫　手にエコバック　光る汗 とびうお

647 夏が過ぎ　自分史のよな　孫日記 とびうお

648 虎落笛（もがりぶえ)　負けてたまるか　家事育児 とびうお

649 よみがえる　浴衣姿の　孫娘 佐藤　峰子

650 ひっぱっられ　孫と一緒に　夏祭り 佐藤　峰子

651 キャラ弁を　必死に勉強　運動会 佐藤　峰子

652 おむつ替え　泣く孫なだめる　鯉のぼり 湯たんぽ

653 冬なのに　じじばば汗だく　孫の世話 湯たんぽ

654 よく来たと　孫抱きあげる　風卯月 湯たんぽ

655 秋虫の　思い出多き　孫トンボ 正太郎

656 夕暮れに　帰路を急いだ　孫の手と 正太郎

657 参拝が　孫の時代に　秋の空 正太郎

658 伝統も　その仕来たりも　孫時雨 正太郎

659 この地球　孫に継承　星空に 正太郎

660 里の夏　育じい教える　盆踊り ロビンフッド

661 タモ持って　甲虫追っ駆け　里の夏 ロビンフッド

662 育じいと　ヒマワリ愛でて　朝体操 ロビンフッド

663 夏休み　宿題係の　ジジとばば ロビンフッド

664 早起きで　朝顔愛でる　里の夏 ロビンフッド

665 モノレール　孫の日に映ゆ　屋形船 東京見聞録

666 かくれんぼ　紫陽花揺れて　孫見つけ 東京見聞録

667 炎天下　動物眠り　孫ぐずる 東京見聞録

668 水遊び　ばあばあと二人　庭に出て 上野　幸子

669 五月晴　楕円球舞い　孫初トライ 紫雲狂子

670 梅雨空を　こじ開けて　孫初トライ 紫雲狂子

671 塾壊す　ブルドーザーねだる　12才 紫雲狂子

672 ふる里を　巣ち行く孫　春の雨 衞藤　和

673 しゃぼん玉　飲まずにふけて　春の風 橋本　久美子

674 二才短冊に　願い事〇(まる)　連ねたり 橋本　久美子

675 七夕に　百まで生きてと　ねがう孫 佐藤日丞子

676 夏休み　孫の食のみ　日のくくる 佐藤　和子

677 ヨチヨチの　孫の子守で　ババ熟睡 大城戸　孝子

678 桜道　すべってころんだ　孫5才 大城戸　孝子

679 孫２才　じじばばよりも　スマホかな 豊田　洋子

680 年金を　貢ぐ　孫(まんご)の入学金 永岡　美登里

681 盆用の　牛馬をつくる　小さき指 松本　和加恵

682 婆の背で　どんぐりにぎり　眠る子よ 松本　和加恵

683 真夏日に　乱れ乱れて　お稚児さん 松本　和加恵

684 冬暖し　語彙ふえた稚児　饒舌に 松本　和加恵

685 踏石に　小さな靴が　春を待つ 松本　和加恵

686 同居して　小さな足音　春目醒め 松本　和加恵

687 良く食べて　早寝してよ　熟睡で しょぅちゃん

688 ベランダで　甚平姿の　蛍族 ハルル

689 孫が来る　柿の葉寿司の　葉を取りに ハルル

690 自転車の　空気を入れて　孫を待つ ハルル

691 ウルトラマンに　倒されジイジ　下涼み 中村　康二

692 イクジイが　来る父の日の　参観日 酒乱Q

693 敬老の　日はタダになる　肩たたき 酒乱Q

694 ハロウィンは　孫と競って　仮装する 酒乱Q

695 髪足して　爺描きたる　盆の月 酒乱Q

696 孫と風呂　アヒルも浮かぶ　柚子湯かな 酒乱Q

697 我が家では　五才の孫が　鍋奉行 とっちゃん

698 浴衣着た　孫と生き生き　踊りの輪 とっちゃん

699 新入学　足がついてる　ランドセル とっちゃん

700 孫と指　からませ歩く　夏の夕 とっちゃん

701 盆休み　孫で茶の間が　笑い出す とっちゃん

702 父方と　母方競う　ランドセル あーさまま

703 返納し　孫に新車の　ゴーカート あーさまま

704 里帰り　想定外の　孫颱風 あーさまま

705 レガシーと　孫押し付けて　夏休み ハルル

706 証明書　持ってお迎え　梅雨晴れ間 ハルル

707 ひまわりの　迷路で孫の　あとを追う 春爺

708 お転婆を　お姫様にする　晴れ着 浮世っ子

709 月見上げ　だれが貼ったの　あの空に 浮世っ子

710 だめでちょ　犬諭してる　秋の庭 浮世っ子

711 婆の指　離さず指吸う　盆休み 浮世っ子

712 ハアハアと　息切らし追う　赤とんぼ 浮世っ子

713 蝉の声　ジジ、声なの　孫が問う 正太郎

714 西瓜食べ　その種植える　愛し孫 正太郎

715 風呂つかり　面恋孫の　イルカさん 正太郎

716 幾多のさ　孫の思い出　風鈴が 正太郎

717 遠き孫　晩秋空に　それはそれ　 正太郎

718 駅前で　孫と一緒に　盆踊り 山口のペー助

719 着ぶくれの　孫と一緒に　お買い物 山口のペー助

720 孫笑う　爺が作った　雪だるま 山口のペー助

721 校庭に　孫の手引いて　どんと焼 山口のペー助

722 かまくらに　招待状が　爺に来る 山口のペー助

723 イクジイを　語れば永い　おぼろ月 山口のペー助

724 暖かや　爺に絡める　もみじの手 山口のペー助

725 走り寄る　孫の額に　玉の汗 山口のペー助

726 爺と婆　お化け屋敷に　孫急かす 山口のペー助

727 夜永し　ジイジが孫に　子守唄 山口のペー助

728 じいと孫　速さを競う　プールかな うみわたる

729 距離感が　ほどよく変わる　夏休み 耶麻

730 朝顔の　花数メモる　カレンダー 耶麻

731 トレンドを　孫から聞いて　育つ爺 木立慈雨

732 育じいの　入れ歯　孫にはサイボーグ 木立慈雨

733 将来の　お酌夢見て　滑り台 木立慈雨

734 どことなく　自分に似てる　孫が好き 木立慈雨

735 孫の手が　疲れ取り去る　魔法の手 木立慈雨

736 麗らかや　あなたの声は　黄色くて ゆずばあば

737 初桜　まだ靴がない　あなたです ゆずばあば

738 初孫や　苺ミルクに　喉が鳴り ゆずばあば

739 半音の　ずれも愛しや　こいのぼり 多幸八

740 照る孫に　スカイツリーは　蚊帳の外 新屋洋子

741 光る孫　スカイツリーは　蚊帳の外 新屋洋子

742 孫光る　スカイツリーは　蚊帳の外 新屋洋子

743 運動会　孫はどこだと　走る爺 あまけんじろう

744 運動会　孫の雄姿に　したり顔 あまけんじろう

745 網を振る　孫の背中に　甲虫 あまけんじろう

746 仰ぎ見る　孫と二人の　天野川 あまけんじろう

747 ひまわりに　かくれんぼする　孫二人 あまけんじろう

748 戦争を　孫らに話し　セミをとる 小野　昭二

749 怖いもの　地震雷火事　戦争 小野　昭二

750 かき氷　ほおばる孫に　街明かり 小野　昭二

751 孫と来て　木立の中を　カブト虫 小野　昭二

752 孫三人　はしゃぐ姿の　団扇かな 小野　昭二

753 土用干し　ジイのジーンズ　出番待ち ゆずママ

754 運動会　孫を応援　声嗄らす 安田　蝸牛

755 寒稽古　出掛ける孫を　送り出す 安田　蝸牛

756 孫に風邪　貰って爺は　気を良くし 安田　蝸牛

757 面被り　豆撒く孫の　声に逃げ 安田　蝸牛

758 三が日　孫待つ残りの　３・６・２ アントニオ馬場

759 雛祭り　孫よりきれいな　姫いない アントニオ馬場

760 兜つけ　孫は変身　ポーズする アントニオ馬場

761 サンタさん　実はじじだと　あー言いたい アントニオ馬場

762 紅白を　孫の解説　付きで見る アントニオ馬場

763 台風が　去って今度は　孫台風 酒乱Q

764 ヒヒーンと　兜の孫が　鞭を打つ 酒乱Q

765 十五夜に　風呂の窓から　水鉄砲 酒乱Q

766 肩車して　捕まえる　カブトムシ 酒乱Q

767 盆の月　お酌は孫の　紅葉の手 酒乱Q

768 汗２倍　費用３倍　孫と旅 橘遥（たちばなはるか）

769 年金の　支給日　孫に苺パフェ 律儀者の子沢山

770 帰り路　孫の寝顔へ　秋扇 律儀者の子沢山

771 孫を連れ　蠛蠓避ける　茜道 律儀者の子沢山

772 この団扇　孫の思い出　満ちている 正太郎

773 遠き日の　シャボンダマの　孫恋し 正太郎

774 過ぎし日々　孫川柳　走馬灯 正太郎

775 蜃気楼　今度は孫　触れたいな 正太郎

776 ため息も　孫と一緒で　花日和　　　 正太郎

777 春の海　じい微笑めば　孫のたり 芽依の爺

778 王子きて　おんばひがさで　守りけり ゆめか

779 孫ねんね　じい休めぬと　草枕 ゆめか

780 孫と行く　海山かける　夏帽子 ゆめか

781 孫にのり　余生いきるや　夏の星 ゆめか

782 湯入るや　船浮かばせて　鯛を釣る ゆめか

783 ジャニーズに　スカウトされし　孫の夏 夢リン

784 ビキニ着し　孫と犬かき　夏の海 夢リン

785 浴衣着し　孫とデュエット　夏まつり 夢リン

786 孫光る　スカイツリーや　蚊帳の外 新屋洋子

787 ネジ切れて　孫の鼻汗　夏の風 ひさきち

788 花火行く　孫気もそぞろ　半化粧　 よっさん

789 遠く鳴る　花火に爺は　ごろ寝する よっさん

790 大暑に　ソーメン作り　ジジ活し よっさん

791 爺と婆　金魚掬いで　大はしゃぎ よっさん

792 「よう来たな」　束の間帰省　すぐ別れ よっさん

793 夏休み　令和のオムツ　紙対応 じゃすみん

794 ばあちゃん家　ないよミカンと　こたつお茶 あつ桜

795 トンボ追う　孫田園に　夏の風 ひさきち

796 ネジ切れた　孫の鼻汗(ひあせ)や　夏の風 ひさきち
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797 松林(しょうりん)の陰　眠る孫の髪(け)　夏の風 ひさきち

798 孫帰省(かえ)り　九重の岳や　夏の風 ひさきち

799 安請け合い　孫チョロチョロの　春花壇 岩窟王

800 孫連れて　抱っこせがまれ　花見かな 岩窟王

801 孫可愛　年に一度の　お正月 岩窟王

802 孫お守り　責任重し　寒さかな 岩窟王

803 運動会　爺と婆とは　見てるだけ 岩窟王

804 整はぬ　孫と輪唱　燕の子 坂本　洋子

805 じいばあと　背くらべをする　柱きず 小野　勝子

806 ゆかた着た　孫娘へと　変わる夏 小野　勝子

807 空港で　孫を受け取る　夏休み 阿部　嬉子

808 菜の花や　孫に引かれて　お買物 岩堀　博美

809 夏休み　会う度伸びる　背丈かな 北　千里

810 秋の朝　亡き子と思いきや　孫の声 北　千里

811 セミしぐれ　孫子と歩く　散歩道 北　千里

812 五月晴れ　三代揃って　打放し 北　千里

813 孫来たり　負けても楽し　かるた取り 北　千里

814 梅雨寒の　子の墓参り　孫と来ぬ 北　千里

815 夏休み　孫が教師の　スマホかな 北　千里

816 はなびした　かわいいまごと　なつのよる 羽田野　幸裕

817 カタカナ語　孫に教はる　涼み台 横山　八千代

818 再就職　次の社長は　孫娘 豊田　洋子

819 別府湾　帰省の度の　ラクテンチ 薬師寺　淳子

820 孫と　ラジオ体操　炎日スタート 薬師寺　淳子

821 ババ箸で　燕の如く　孫口へ 薬師寺　淳子

822 孫共に　大口開けて　花火のむ 橋本　久美子

823 かぶとむし　得意につかむ　レプリカを 橋本　久美子

824 うぐいすと　孫とお散歩　落ち椿 後藤　光弘

825 一歩二歩　ホタル見つけて　手を伸ばす 後藤　光弘

826 夏と秋　お隣だねと　孫が言い 正太郎

827 夏ゼミと　孫の面影　蜃気楼 正太郎

828 カエルなく　季節に孫と　また会えぬ 正太郎

829 幼孫　面影遠き　晩秋か 正太郎

830 会いたいな　そし浴衣の　孫抱っこ　　　　　　　 正太郎

831 孫見たさ　ＬＩＮＥデビューの　雨休み ハルル

832 奪い合う　爺の膝と　扇風機 ハルル

833 水蜜桃　受け取る孫の　風呂上り ハルル

834 日盛りに　見に行く孫の　組体操 ハルル

835 肩上げを　取って着付ける　夏祭り ハルル

836 水鉄砲  かけて孫達  追い掛けて コアラ

837 お正月  ラインで孫が  おめでとう コアラ

838 夏山へ  孫が腰押し  無事登山 コアラ

839 庭掃除  落ち葉拾いを  孫と取り コアラ

840 夏休み  宿題孫と  悩みけり コアラ

841 里帰り　孫とジイジが　朝寝する 山口のペー助

842 里帰り　孫とジイジが　磯遊び 山口のペー助

843 初孫が　水鉄砲を　爺に向け 山口のペー助

844 孫二人　大の字に寝る　青畳 山口のペー助

845 初孫の　白い帽子に　赤とんぼ 山口のペー助

846 秋ナスを　孫のためにと　妻がもぐ 山口のペー助

847 挨拶を　する初孫の　息白し 山口のペー助

848 寒たまご　バアバに渡す　もみじの手 山口のペー助

849 初夢を　見た初孫の　大はしゃぎ 山口のペー助

850 獅子舞を　見たいと孫が　爺急かす　 山口のペー助

851 呱々を　聞き祖父の辞令　を受く良夜 安田　蝸牛

852 梅雨明けや　孫の背が伸び　声変わり 多賀二郎

853 孫の顔　自分に似てるか　百合に問う 多賀二郎

854 孫帰り　紫陽花の花　満開に 多賀二郎

855 水鉄砲　孫は寝たかと　妻に聞く 多賀二郎

856 孫二人　浅いプールで　監視する 多賀二郎

857 祭り済み　浴衣の背なに　宝物 多賀二郎

858 浮き輪の子　急な流れに　絶叫す 多賀二郎

859 夕焼けに　もみじの手形　山削る 多賀二郎

860 産声に　顔見合わせる　夏の朝 渡辺　照美

861 タンクトップ　フレディ（クイーン）のごと　孫の腕 渡辺　照美

862 #MeTooと　せがむ孫の手　紅葉狩り モト

863 夏の夕　お迎えチャリで　爺ダッシュ しなやかーる

864 月清か　孫と初風呂　うんち風呂 しなやかーる

865 ぷかぷかり　孫と湯船で　見る銀河 しなやかーる

866 孫可愛い　年金僅か　年の瀬や しなやかーる

867 煙突を　孫がおねだり　クリスマス しなやかーる

868 孫帰省　爺が手を擦る　足が攣る 博之介♪

869 梅雨列車　孫庇う爺　傘ばやし 博之介♪

870 孫と競る　西瓜の種の　飛ばしっこ 博之介♪

871 ポイを持つ　じいじと孫の　野生の目 博之介♪

872 お盆玉　増える袋に　笑みも増し 博之介♪

873 七夕に　笹に願いの　孫思う 正太郎

874 満ち足りし　安らか心　星空で 正太郎

875 秋風に　又三郎を　語る孫 正太郎

876 ジジイ宅　蚊取り豚から　孫の笑み 正太郎

877 菜園の　トマト収穫　ババと孫 正太郎

878 お婆ちゃん　今の子育て　違うのよ かんなびん

879 お婆ちゃん　「かまわんといて」　子に言われ かんなびん

880 孫が来て　じじばば年金　飛んでいく かんなびん

881 初雪や　昔ヨン様　今は孫 しなやかーる

882 入学式　主役はバアじゃ　ありません しなやかーる

883 ジイよりも　バアが大好き　ジイくさめ しなやかーる

884 ばあばあへ　向かう大好き　星涼し しなやかーる

885 出逢うたび　グンと成長　竹の春 しなやかーる

886 ちと拝借　酒のつまみに　ひなあられ しなやかーる

887 湯に浮かび　孫と見上げる　大銀河 しなやかーる

888 孫帰り　疲労はピーク　啄木鳥や しなやかーる

889 成長を　ずっと見守れ　老い桜 しなやかーる

890 つなぐ手が　つながれる手に　老い桜 しなやかーる

891 時香る　背中の吐息　紅葉狩り 三原三中

892 育じぃの　助けと支えで  今育ばぁ グリーンばぁば

893 育じぃと　忘れられない　夏祭り グリーンばぁば

894 孫預け  週二までが  限界だ グリーンばぁば

895 孫育て  喜びと共に　不整脈 グリーンばぁば

896 抱っこひも  ママ達に負けじと　おんぶひも グリーンばぁば

897 春風や　孫と体操　一二三 ちこちゃん

898 散歩する　三歩先行く　春と孫 ちこちゃん

899 シャボン玉　笑みも飛びかう　春の風呂 ちこちゃん

900 朧月　笑みも飛び交う　風呂の中 ちこちゃん

901 梅雨の空　買い物急ぐ　孫の手を ちこちゃん

902 砂まみれ　負けて悔しい　すもうかな としちゃん

903 パチパチと　孫の手をとり　お餅焼く としちゃん

904 孫や子に　囲まれている　お年玉 としちゃん

905 孫が来る　孫の目当ては　お年玉 としちゃん

906 嬉しさや　孫に囲まれ　初詣 としちゃん

907 天の川　祖父母を結び　今の僕 博之介♪

908 梅雨の道　泥ん子じいじと　ニヤけ孫 博之介♪

909 おむつ替え　時代だねぇと　笑う爺 博之介♪

910 自分史に　『孫に兜』と　大書する 三郎

911 孫五歳　爺に感染　名月や 三郎

912 褒め殺し　するなと小二　新学期 三郎

913 孫の手が　届く一枝　桃三つ 三郎

914 孫が泣く　まじめに死ねと　水鉄砲 三郎

915 お正月　孫と手繫ぎ　初詣で ロビンフッド

916 七・五・三　育ばあ手縫いの　着物着て ロビンフッド

917 星月夜　孫に教える　天文学 ロビンフッド

918 天の川　昔の逸話　伝承す ロビンフッド

919 盆休み　祖父母と参る　先祖墓 ロビンフッド

920 熱帯夜　祖父母に習う　避暑のワザ ロビンフッド

921 夏休み　早寝早起き　「得」教え ロビンフッド

922 流れ星　宇宙の神秘　説き明かす ロビンフッド

923 夏休み　祖父母に学ぶ　処世訓 ロビンフッド

924 おせち膳　育ばあ自慢の　養育法 ロビンフッド

925 長閑さや　孫と一緒に　昼過す 山口のペー助

926 初孫が　春一番と　共に来る 山口のペー助

927 孫が今　風鈴の音に　聞き惚れて 山口のペー助

928 団扇手に　孫がバアバを　追っ掛ける 山口のペー助

929 爺が今　運動会の孫を　撮る 山口のペー助

930 孫育つ　釣瓶落としの　如くなり 山口のぺー助

931 孫が今　オデンを掴む　もみじの手 山口のぺー助

932 しぐるるや　孫と駆け込む　軒の下 山口のぺー助

933 孫が今　バアバと共に　雑煮食う 山口のぺー助

934 初孫が　ジッと見詰める　鏡餅 山口のぺー助

935 そだねーと　孫の夢聴く　星降る夜 しなやかーる

936 鰯雲　さわりたいから　肩車 しなやかーる

937 ハンパなく　泣く子銀河の　ド真ん中 しなやかーる

938 孫ヒーロー　爺は落葉か　超疲労 しなやかーる

939 蝉時雨　母想い泣く　祖母と風呂 有花ママ

940 孫去りて　タオル湿らせ　大掃除 有花ママ

941 「また来るね」　孫の背中に　秋の風 有花ママ

942 熱帯夜　バァ~は団扇で　孫に涼   まっちゃん

943 ジィ~バァ~の　腕ブランコに　夏の風 有花ママ

944 初水着　流れに脱げた　川遊び 有花ママ

945 孫と行く　花火喜ぶ　お婆ちゃん ちこちゃん

946 団子虫　触れる生き物　入門編 ヒロ爺

947 乳母車　陽光まぶしや　青もみじ ヒロ爺

948 反抗期　春に風邪ひく　甘えん坊 ヒロ爺

949 孫とじじ　笑顔はじける　シャボン玉 ヒロ爺

950 春彼岸　ハンドル握る手　添えるじじ ヒロ爺

951 春になり  初孫生まれ  老いを知る 星  新

952 夏がえり  先祖も孫を  楽しみに 星  新

953 秋なれど  孫の世話には  飽きもせず 星  新

954 冬きたり  風邪をひかすな  雪だるま 星  新

955 新年の  バケツリレーか  孫まわし 星  新

956 粽結う　祖母と「わぁー」「きゃー」　背比べ ピッピのパパ

957 薫風に　群れ飛ぶ祖父の　竹トンボ 星  新

958 反抗期　孫に来るまで　今が春 ピアノカフェ

959 夏の孫　ここぞとばかり　走り出す ピアノカフェ

960 大欠伸　孫の酸素と　胃に入る ピアノカフェ

961 遊ぶのに　遊ぼうなどと　夏休み ピアノカフェ

962 ひまわりの　ようなわたしは　孫を向く ピアノカフェ

963 あやすにも　国訛り出づ　山笑ふ 牛美

964 育ばばと　ままごとおかずは　菊の花 牛美

965 婆の背に　すやすや寝たり　桜散る 牛美

966 川蝉に　急かされ開く　日記帳 こまっちょ

967 泣く孫に　通訳ほしい　夜長かな ピコタン

968 餅背負い　令和の一歩　風光る 牛美

969 初桜　孫とデビューの　スマホかな 牛美

970 孫連れて　公園デビュー　三分咲き 三郎

971 春風に　ジジババ耽る　孫まろげ あら松

972 孫入学　年金叩いて　ポケトーク あら松

973 ご近所の　桜の公園　再デビュー 風まかせ

974 帰るたび　実家のおもちゃが　増えている じいじありがとう

975 夏休み　泊まりに行くね　豆台風 まる

976 夏近し　連れて行ってよ　ラクテンチ 璃紗

977 電話越し　孫は興奮　虹出てる 璃紗

978 水着着て　孫何思う　夏の川 璃紗

979 子にサイズ　聞き孫へ買う　半ズボン 璃紗

980 小さな手　目隠し誰だ　夏の蝉 赤いスイトピー

981 盆が過ぐ　孫の涙　プラットホーム 赤いスイトピー

982 鼻歌に　筆が弾んで　おぼんだま 赤いスイトピー

983 腰曲げて　蚊取り線香　空の上 花房

984 背を伸ばし　まだまだ負けない　背比べ 花房

985 孫の手を　背中に回し　蚊の夕べ 花房

986 くるくると　トンボとる前　目が回る 花房

987 銭湯で　孫と一緒に　夕涼み 花房

988 金魚すくい　孫より本気　お爺ちゃん 働き蜂ちえちゃん

989 朝顔や　いそいそそわそわ　日曜日 働き蜂ちえちゃん

990 朝焼けに　小さな来客　待ち侘びる 働き蜂ちえちゃん

991 夏休み　三十分と　持たぬ爺 働き蜂ちえちゃん

992 孫が来る　朝顔の様な　爺の顔 働き蜂ちえちゃん

993 だっこした　孫はこの春　大学生 佐藤 俊計

994 おいしいよと　孫が餅売る　桜晴れ 岡野　弘子

995 孫の折る　和紙のはなびら　青田風 岡野　弘子
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996 桜観る　背負う母親　軽き朝 山田　和彦

997 花火観る　介護の母は　蚊帳の中 山田　和彦

998 ふる里の　寂れる母屋　楓散る 山田　和彦

999 笑顔見て　財布のひもが　ついゆるむ 宮城　美佳

1000 孫を抱き　次の次の日　サロンパス 宮城　強

1001 九十を超え　意識の更　衣替え 山村　すけお

1002 大分川　中流地点　ビール麦 山村　すけお

1003 囀は　日時計と共　憩えけり 山村　すけお

1004 青芒　蜘蛛の囲を　張る景色 山村　すけお

1005 夏休み　かまえて挑む　昼ごはん くりちゃん

1006 脚長くなれ　長くなれ　天瓜粉 黒木　豊

1007 しんがりに　いつも爺ゐる　補虫網 黒木　豊

1008 夢はもう　孫に託して　籐寝椅子 黒木　豊

1009 七変化　さげっぱなしの　目尻かな 後藤　文枝

1010 夜泣き歌　いつまで続くか　熱帯夜 ピピ子

1011 残り糸　繋いで編めば　春セーター ピピ子

1012 まごせおい　もみじみたいな　手をかぞえ 大園　文子

1013 おいでして　まごの名をよぶ　我が身かな 大園　文子

1014 まごのとし　もういくつかと　何度きく 大園　文子

1015 爺の指　しゃぶり三日月　孫の顔 加納　邦雄　

1016 疲れはて　爺の背中に　きりぎりす 加納　邦雄　

1017 ばあば好き　駆け寄る金魚　爺掬い 加納　邦雄　

1018 孫が舞う　爺の手作り　神楽太刀 加納　邦雄　

1019 かがみこみ　孫は金魚と　お話しし 加納　邦雄　

1020 天高く　幟の孫の　名にうるむ 加納　邦雄　

1021 背負ってた　婆の遺影と　初節句 加納　邦雄　

1022 去年着た　孫の浴衣が　七分袖 加納　邦雄　

1023 もういいかい？　孫の声聞け　墓参り 加納　邦雄　

1024 朝顔が　竿先揺れるよな　子守り 加納　邦雄　

1025 ママいのち　おもちゃさんは　ババいのち はるくんばあば

1026 風鈴や　孫のタクトに　ゆらゆらり ピコタン

1027 野球卒、受験に向けて、夏メニュー ららら

1028 爺ちゃんの　ボーと生きれぬ　夏休み チコちゃん

1029 足腰が　強く成ります　夏休み チコちゃん

1030 夏休み　孫の宿題　本気出す チコちゃん

1031 孫三人　頼みの年金　風薫 佐藤　俊計

1032 ハマグリを　バアバに渡す　もみじの手 山口のペー助

1033 遠足の　弁当孫に　渡す婆 山口のペー助

1034 帰るなり　婆呼ぶ孫は　汗みどろ 山口のペー助

1035 朝顔に　おはようと言う　孫の顔 山口のペー助

1036 初孫の　小さな胸に　赤い羽根 山口のペー助

1037 秋祭り　ジイジが孫を　肩車 山口のペー助

1038 縁側に　ジイジと孫が　日向ぼこ 山口のペー助

1039 初孫や　黄色い声の　寒稽古 山口のペー助

1040 書き初めを　させろと孫が　爺急かす 山口のペー助

1041 初孫が　伊勢海老を手に　齧り付く 山口のペー助

1042 育ジイを　頼まれそだねと　受け答え 減点パパ

1043 定年後　再雇用され　育ジイへ 減点パパ

1044 背に孫を　乗せて介護の　母を看る 減点パパ

1045 孫サプリ　笑顔と元気　もらうジイ 減点パパ

1046 足腰が　育ジイなって　若返る 減点パパ

1047 二世帯に　玄関ひとつ　若葉風 減点パパ

1048 風呂掃除　家事する育ジイ　山笑う 減点パパ

1049 孫去って　風呂にポツンと　水鉄砲 減点パパ

1050 育ジイで　つけるエプロン　はずすタイ 減点パパ

1051 育ジイで　グッと縮まる　妻との距離 減点パパ

1052 夏休み　孫に教わる　英会話　 チコちゃん

1053 婆ちゃんも　夢を持ってと　夏休み　 チコちゃん

1054 夏空や　三十枚の　白おむつ オレンジば～ま

1055 朝顔と　小さき足と　パンプスと オレンジば～ま

1056 孫に上げ　娘に貰う　お年玉 安田　蝸牛

1057 孫帰り　戦場跡の　三尺寝 正さん

1058 孫帰り　くつろぐババの　三尺寝 正さん

1059 孫帰り　くつろぐババの　昼寝かな 正さん

1060 三世代　引き継ぐ浴衣　丈直す 正さん

1061 夏休み　やっては来ない　上の孫 正さん

1062 孫を抱く　腕が細る　夏の風 小野　昭二

1063 夏の夜や　花火の照らす　孫の顔 小野　昭二

1064 蝉取りや　長きタモ振る　杉木立 小野　昭二

1065 孫三人　どの子の名前か　夏休み 小野　昭二

1066 線路ぎわ　じっと待ってる　夏近し 小野　昭二

1067 花見時　花より団子　よりも孫 橋

1068 じいちゃんを　蜂の巣にする　水鉄砲 橋

1069 Gエンジン　搭載出港　浮き輪号 橋

1070 風呂上がり　孫に強風　扇風機 橋

1071 ドライヤー　孫に託した　爺の髪 橋

1072 カラオケへ　孫と約束　演歌不可 橋

1073 じいちゃんと　カエル捕まえ　母悲鳴 橋

1074 じいちゃんは　やんわり投げて　くれる柿 橋

1075 ばあちゃんは　ヤモリが出ると　孫が騎士 橋

1076 じいちゃんが　孫に仕込んだ　平泳ぎ 橋

1077 雪合戦　孫にマナーを　仕込む爺 橋

1078 何となく　爺に似てるね　雪だるま 橋

1079 正月は　毎年孫と　独楽修行 橋

1080 孫が風邪　そんなときこそ　婆の知恵 橋

1081 年金を　切り詰め笑顔の　お年玉 橋

1082 婆が編む　爺が届けて　孫が着る 橋

1083 孫よりも　婆が緊張　する入試 橋

1084 爺と孫　蜂に追われて　逃げ帰る 橋

1085 手をつなぎ　夕焼け小焼けで　帰路につく 橋

1086 はしゃいでた　孫が雷鳴　膝の上 橋

1087 爺吊るす　蚊帳の周りを　飛び回る 橋

1088 孫帰省　落ち着かなくて　草を刈る 橋

1089 団扇手に 遊び疲れた 孫扇ぐ 橋

1090 婆の差す 日傘を出たり 入ったり 橋

1091 頑固爺　初のクーラー　孫が来る 橋

1092 蝉時雨　孫と共鳴　ママを呼ぶ 静空ーしずくー

1093 蝉時雨　孫と共鳴　ばあば止め 静空ーしずくー

1094 ご老体　体に雷　孫を抱く 静空ーしずくー

1095 じいちゃんの　胸はぬくいよ　ドックンだ てんまり

1096 じい嬉し　浴衣の孫と　夕涼み スターダスト

1097 泣き孫の　地雷があちら　こちらにも とっちゃん

1098 やっと寝た　爺のクシャミで　地雷踏む　 とっちゃん

1099 ママいない！　孫が涙で　クーデター とっちゃん

1100 子守唄　音程外れ　孫が泣き とっちゃん

1101 孫が寝て　御用納めと　思いきや とっちゃん

1102 ぴったりの　麦わら帽子　そこにある ゆぶ

1103 夏祭り　親と爺婆　使い分け 働き蜂ちえちゃん

1104 あれやこれや　尋ねる孫よ　山笑う 渡辺　照美

1105 夏座敷　玩具ランドに　変えてゆく ヒロミ

1106 御披露目の　孫曳き回す　秋麗 ヒロミ

1107 孫の顔　ばかり見てゐる　蛍狩 ヒロミ

1108 孫愛し　踊る心と　夏祭り 静空ーしずくー

1109 夏休み　遊び惚けて　ジジあくび 曲者

1110 孫抱いた　母の着物で　入学式 栞

1111 紅葉狩り　紅葉のような　孫の頬 橋

1112 ｢蓑虫｣と　孫が布団を　巻き付ける 橋

1113 赤蜻蛉　追いかける孫　追いかける 橋

1114 障子替え　孫が破って　爺が貼る 橋

1115 じいちゃんも　たまには負けて　やる相撲 橋

1116 夏の雲　じいじはトーチ　孫はコーン ペゆぶ

1117 添い寝する　団扇の風と　蝉の声 ペンカゴメ

1118 かき氷　蜜より甘い　孫見る目 よっさん

1119 夏帰省　あっけなく往く　孫との日 よっさん

1120 テキパキと　孫見る育ばあ　育じい（育児）なし よっさん

1121 愛おしき　孫横顔に　花火映え よっさん

1122 夏帰省　あっという間に　別れ来る　　 よっさん

1123 宿題に　汗流したる　じいとばあ 森のくまさん

1124 睡眠も　自由にならぬ　夏の夜 ムカシノオジサン

1125 筍を　孫がかじるや　細き脚 ムカシノオジサン

1126 育爺の　炊事洗濯　汗光る ムカシノオジサン

1127 一仕事　終えて昼寝の　皺の足 ムカシノオジサン

1128 青芝や　子守が役目　ケセラセラ ムカシノオジサン

1129 ワンコイン 年玉、孫が 　「え！」と絶句 アントニオ馬場

1130 バレンタイン　孫がばぁばに　チョコレート アントニオ馬場

1131 じじ、校門　梅雨空、傘持ち　ちょっと照れ アントニオ馬場

1132 子供用　プールでじじが　長される アントニオ馬場

1133 ハロウィンに　何故かじぃじが　三度笠 アントニオ馬場

1134 桜桃　ジジババ献じ　孫夢中 静空ーしずくー

1135 花がら摘み　まねるもみじが　花散らす きんぐさり

1136 サングラス　掛けて外して　孫あやす 本丸

1137 休み明け　シール増えてる　冷蔵庫 本丸

1138 青田道　孫一列のラ　ンウェイ 本丸

1139 雨蛙　天敵の子ら　読書中 本丸

1140 蝉よりも　孫の汗疹が　夏を告げ 有美

1141 みかん見て　気づくひ孫の　誕生日 こまっちょ

1142 蝉が鳴き　孫待つ居間に　飯を盛る こまっちょ

1143 じいじは　おもちゃ 買い続ける　病（やまい） 緑の大分

1144 抱き上げる 心配そうに 母がみる 緑の大分

1145 水遊び　孫のはしゃぎに　鍋こがす ぽよまる

1146 紫陽花を　欲しがる孫に　雨しずく ぽよまる

1147 背の孫が　寝息を立てる　星月夜 茶村

1148 夏休み  ばあや民泊  孫泊まり コアラ

1149 炬燵組み  孫が喜び  隠れんぼ コアラ

1150 炬燵組み  猫と孫たち  隠れんぼ コアラ

1151 水鉄砲  掛けてかけられ  孫笑う コアラ

1152 プール行き  爺が浮き輪で  孫泳ぐ コアラ

1153 ぼけないで　散歩散歩と　山菜取り ムカシノオジサン

1154 育爺や　児にあやされる　水遊び ムカシノオジサン

1155 孫昼　寝ばあの手うちわ　風涼し スターダスト

1156 家政婦が　「参りました」と 梅雨のドア ミナミナ

1157 帰り際  靴隠されて じじの春 ミナミナ

1158 花の窓  じーじの書いた  ラブレター ミナミナ

1159 神泡で 洗ってやるぞ 夏シャワー ミナミナ

1160 孫となら　じーじも頼む　ソーダ水 ミナミナ

1161 孫連れて　夜店を回遊　して倦まず 安田　蝸牛

1162 孫世話へ　揺られる窓に　秋の雲 まこ

1163 かき氷　孫のためにと　回す腕 まこ

1164 初孫も　われを見おろす　入道雲 佐藤　俊計

1165 目に入れたら　キュンが増しそう　反抗期 エッコラサ

1166 夏空や　末は立派な　桃太郎 りのんぱ

1167 ジジと孫　揃いオムツの　昼寝かな りのんぱ

1168 風薫る　高い高いの　空は青 りのんぱ

1169 黒豆好きの　ねーねはやはり　パパ似 じゅんこさーん

1170 走りだす　孫を抱きとめ　初紅葉 茶村

1171 初孫よ　泣くな泣くなよ　ほらとんぼ 茶村

1172 初孫が　歌を吹き込む　アマリリス 茶村

1173 兜締め　爺のお馬は　ちと鈍い 酒乱Q

1174 最下位に　付け足す　爺の鯉のぼり 酒乱Q

1175 散歩する　孫の歩幅に　合わす春 酒乱Q

1176 さくらんぼ　孫と並んで　種飛ばす 酒乱Q

1177 サプリより　孫の笑顔で春　爛漫 酒乱Q

1178 トイトレで　孫と一緒に　梅雨明ける ムッチャン大好き

1179 オムツ替え　慣れた頃には　パンツ履く ムッチャン大好き

1180 どのオムツ　良し悪し分かる　じじとばば ムッチャン大好き

1181 離乳食？　いや、それワシの 介護食 ムッチャン大好き

1182 婆さんや　ワシのご飯も　刻んでな ムッチャン大好き

1183 仲秋に　孫の沐浴　映る月 さきもり

1184 喃語から　答え合わせだ　軒燕 新屋洋子

1185 孫帰る　節々痛む　虫の声 ゆうゆう

1186 年金日　忘れず訪問　秋近し ゆうゆう

1187 満月や　命名権を　買わされる　 ゆうゆう

1188 夏休み　都会の空気纏う　孫 璃紗

1189 補虫網　握り駆け出す　孫を追う 加藤　英雄

1190 毛糸編み　孫がもたれて　仕上げ待つ 加藤　美津枝

1191 孫抱き　ブランコ狭し　入道雲 房前　多喜子

1192 じじばばの　破顔一笑　七・五・三 房前　多喜子

1193 夏休み　我が家の柱や　背くらべ 房前　多喜子

1194 リビングピロー　寿ぎ作る　春日和 房前　多喜子
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1195 孫爽やか　花嫁姿や　目に滲む 房前　多喜子

1196 筋書きを　筋がいいねと　虹二重 髙野　ちか子

1197 昼寝覚め　電話の主は　孫たちか 行時　正美

1198 夏休み　孫もないのに　心待ち 大神　志津香

1199 田植え前　お池にお山と　孫さわぐ 後藤　光弘

1200 夏まつり　令和初めて　ハッピ着る 橋本　久美子

1201 短冊に　二才の願い　丸連ね 橋本　久美子

1202 入学式　祖父の遺影に　報告し 佐藤　トシ子

1203 セーラー服　初めてつけて　見せに来る 佐藤　トシ子

1204 病室に　孫の折鶴　五月晴れ 佐藤　トシ子

1205 青葉風　孫ゆるやかに　アリガトウ 薬師寺　淳子

1206 孫を待つ　庭賑やかに　蝉も待つ 薬師寺　淳子

1207 昼寝する　孫にお話　「桃太郎」 神　慶子

1208 初夏や　孫の寝息の　平和なり 神　慶子

1209 浴衣母子　ジーバーおかげで　間に合った みゆたろう

1210 浴衣母子　ありがとうジーバー　間に合った みゆたろう

1211 浴衣母子　ジーバーおかげで　踊り切る みゆたろう

1212 父なきて　爺(じいじ)とたどる　青き道 ビーチップ

1213 じじばばの　咲く季(とき)蕊(しべ)に　夢託す ビーチップ

1214 水しぶき　爺(じいじ)のせなかで　大はしゃぎ ビーチップ

1215 徒競争　頭かきわけ　孫写す ビーチップ

1216 徒競争　二番後が　孫の番 ビーチップ

1217 うたたねし　団扇(うちわ)のさきの　孫の風 ビーチップ

1218 月満ちて　孫の手ほどく　後ろ髪(がみ) ビーチップ

1219 鍋の湯気(ゆげ)　またもチャンバラ　孫の箸(はし) ビーチップ

1220 鍋の湯気(ゆげ)　そこのけそこのけ　孫の箸(はし) ビーチップ

1221 ５玉(としだま)を　温めしホームの　時刻(とき)を聞く ビーチップ

1222 屠蘇(とそ)の宴(えん)　向こうの爺(じい)の　ひざの上 ビーチップ

1223 乳(ちち)欲しや　泣く音(ね)かき消す　せみしぐれ ビーチップ

1224 寝息たつ　孫に団扇(うちわ)の　手が迷い ビーチップ

1225 孫の鯉　はしゃぐしぶきぞ　空のうみ ビーチップ

1226 病葉(わくらば)の　そばに置きたる　クレヨンの顔 ビーチップ

1227 ベル鳴りて　あわてる指に　紅葉(もみじ)の手 ビーチップ

1228 「おとうさん」　まごつく腕(うで)に　まご渡し ビーチップ

1229 だだこねて　紫陽花(あじさい)の道　肩車(かたぐるま) ビーチップ

1230 盆帰る　指折りし日の　今日(きょう)迎え　 ビーチップ

1231 紅葉道(もみじみち)　手に持つ先の　孫土産(まごみやげ) ビーチップ

1232 かき氷(ごおり)　帰りし孫の　色(いろ)残り ビーチップ

1233 孫時雨(まごしぐれ)　雷(かみなり)落ちて　シン空間(くうかん) ビーチップ

1234 ただいまと　背負いし子亀(こがめ)　放り出し ビーチップ

1235 孫の手に　セピアの夏の　お父さん ビーチップ

1236 人の海　どろんこ夢中の　潮干狩り ビーチップ

1237 爺の背で　麦わら帽子　帰り道 あまけんじろう

1238 薫風に　両手広げる　孫と爺 あまけんじろう

1239 ホタル追う　孫の背を追う　爺と婆 あまけんじろう

1240 スタジアム　選手と孫の　熱い夏 サッカー好き

1241 入れ替わり　膝に乗る孫　冷奴 サッカー好き

1242 手掴みで　素麺食らう　孫３人 サッカー好き

1243 蝉時雨　泣く孫も愛し　孫育児　 静空ーしずくー

1244 炎天に　離す手や　孫ペダル踏む 平田　茂雄

1245 涼風や　湯船の狭し　孫笑う 平田　茂雄

1246 宿題の　エンピツ止まる　蝉時雨 平田　茂雄

1247 保育園　迎え待ちわび　雨蛙 平田　真理子

1248 帰省子や　腕に包みて　上がり口 平田　真理子

1249 孫のシャツ　真っ白干して　更衣 平田　真理子

1250 西瓜食う　孫と二人で　五人前 うる老い

1251 浮き輪持つ　じじいの強さ　夏の海 うみわたる

1252 流れ星　指さす孫に　じい願う ゆぶ

1253 入道に　折れた向日葵　孫託し ゆぶ

1254 孫がチュー　向日葵が向く　禿げ頭 ゆぶ

1255 さりげなく　見て見ぬふりの　夏休み 大和の雨蛙

1256 浴衣着せ　まだ背負えてる　保育園 つばさ

1257 熱帯夜　可愛いけれど　添い寝やめ つばさ

1258 夏休み　犬に出迎え　先越され つばさ

1259 インフルは　最初に電話　かかりけり 瀬戸ピリカ

1260 夕涼み　花火担当　ジィとバァ 西川どじお

1261 育児ネタ  増える盆踊りのテント さびしんぼ

1262 初孫と　揃いの浴衣　喜寿の朝 安田　由紀夫

1263 孫と採る　梅の大きさ　不揃いで 宗太

1264 薫風や　LINEで繋がる　孫と爺 宗太

1265 夏休み　孫から習う　スマホかな 宗太

1266 プレゼント　大分汚れた　ランドセル 宗太

1267 夏休み　育児書読んで　勉強す 春

1268 暑い夏　孫の希望で　トマト狩り　 春

1269 夏休み　育てる野菜　孫基準 春

1270 怪獣の　眠ればしづか　うららけし まっちゃん

1271 怒る子に　踏みつけられし　夏帽子 まっちゃん

1272 走る子にすこし遅れて夏帽子 まっちゃん

1273 夏座敷　とうに玩具に　占拠され まっちゃん

1274 浴衣着て　デートしよかと　誘う孫 ムカシノオジサン

1275 じいじはビール　俺ジュースイエイ乾杯 ムカシノオジサン

1276 かき氷　僕が払うと　１年生 ムカシノオジサン

1277 孫からは　泊まりに来ると　チケット届き teichan

1278 孫言うに　骨折の話　聞かせてやると teichan

1279 孫来れば　ベッド奪われ　ごろ寝なり teichan

1280 虫捕りを　伝授し祖父や　星月夜 勝丼マン

1281 夏来る　孫の寄生や　恐ろしい 勝丼マン

1282 孫の手が   背中触るて   右左 メーちゃんママ

1283 孫娘   自慢がてらに   写メ送る メーちゃんママ

1284 老夫婦  孫が来たなと  気合い入れ メーちゃんママ

1285 嫁夫婦   孫預けるのに   気合い入れ メーちゃんママ

1286 孫育て   嵐の追っかけ   じじ育つ メーちゃんママ

1287 帰省子の　孫にまごまご　孫五人 中澤　仁捷

1288 初生りを　孫に採らせる　大西瓜 中澤　仁捷

1289 今年まだ　孫に婚なき　星迎 中澤　仁捷

1290 孫去りて　軒風鈴の　音残る 中澤　仁捷

1291 今年まだ　婚なき孫や　薯の花 中澤　仁捷

1292 まどろみに　孫の寝息と　そよぐ蚊帳　 あけみ

1293 ひまわりを　そよがす孫の　影法師　 あけみ

1294 抱っこする　孫がのけぞり　雷雨かな 安田　由紀夫

1295 熱の子に　金魚を探す　夜店かな 小野　道山

1296 孫あやす　夕べ涼しき　子守歌 小野　道山

1297 一歳児　掴まり立ちで　見る目高 小野　道山

1298 幼子が　手掴みで食ふ　冷素麺 小野　道山

1299 祭面　後ろ被りに　爺の背ナ 小野　道山

1300 婆ぁ炬燵　笑ひ堪へ孫　かくれんぼ　 ベル第九

1301 きゆつと抱く　産着は春の　陽の匂ひ 斎乃雪

1302 風止まば　齧られてをり　風車 斎乃雪

1303 泣き声は　天使のラッパ　花てまり 斎乃雪

1304 菖蒲湯や　おならの小さき　泡の綺羅 斎乃雪

1305 子と同じ　蒙古斑あり　仏桑花 斎乃雪

1306 くそ爺　腕白孫も　入学式 佐藤　俊計

1307 孫三人　財布が緩む　お年玉 佐藤　俊計

1308 背の痣は　三代同じ　浮いて来い 斎乃雪

1309 子も孫も　耳触る癖　盆踊り 斎乃雪

1310 グリを読む　子は父の顔　星月夜 斎乃雪

1311 目の隅に　孫いつも入れ　大花野 斎乃雪

1312 ぷかぷかと　柚子といがぐり　頭かな 斎乃雪

1313 苗植えて　育てる孫も　稲穂なれ　 静空ーしずくー

1314 田植えする　まだまだ現役　孫育て　 静空ーしずくー

1315 大量の　好物で釣る　孫と鯵 静空ーしずくー

1316 春風に　ヨチヨチ歩き　倒れそう ひらめき子

1317 夏祭り　しっかり握る　もみじの手 働き蜂ちえちゃん

1318 朝顔に　心奪われ　はしゃぐ孫 働き蜂ちえちゃん

1319 傘の花　孫とお出かけ　梅雨の雨　 働き蜂ちえちゃん

1320 夏休み　孫と野原を　駆け回り 私はだーれ

1321 甲虫　おそるおそるの　手を伸ばし 私はだーれ

1322 帯だけの　浴衣姿に　毛布掛け 私はだーれ

1323 星月　夜目を丸くする　孫可愛 私はだーれ

1324 朝顔を　育て別れの　時迎え 私はだーれ

1325 浴衣擦れ　舐めときゃ治る　孫が云う お酢

1326 少女らの　ひそひそ話　山笑う みえ

1327 まだうまく　鳴らぬ口笛　青林檎 みえ

1328 夏の空　合格しました　ありがとう みえ

1329 頬杖の　少女の指や　秋桜 みえ

1330 じいじいも　食べたいな　かき氷 ムカシノオジサン

1331 昼寝しよ　添い寝のババが　高いびき ムカシノオジサン

1332 乱れ萩　ふすまに残す　もみじの手 まごたけ

1333 引っ張る手　強く柔らか　虫の声 まごたけ

1334 じい好きと　言う数増えた　年の暮れ まごたけ

1335 目覚ましの　チャイムに負けぬ　春の朝 まごたけ

1336 お留守番　ばばと絵本と　盆休み　 まごたけ

1337 孫の丈　丸洗いする　天の川 冬蜻蛉

1338 天の川　探しに孫の　笑顔借り 冬蜻蛉

1339 七夕の　夢エンドレス　寝顔かな 冬蜻蛉

1340 孫眠り　羽根を休める　蜻蛉かな 冬蜻蛉

1341 孫あやす　空いっぱいに　赤とんぼ 冬蜻蛉

1342 平和だな　スマホ放せず　スイカ割り 根本　進市

1343 爺爺は　胡瓜に似てると　言い放つ 根本　進市

1344 会いたいが　ご飯大変　盆休み ひめちゃん

1345 孫同士　喧嘩はじまり　陰で見る ひめちゃん

1346 夏休み  海水浴で  日がくれる ひめちゃん

1347 怒りたい  時もあるけど  あと少し ひめちゃん

1348 わがままを　どこまで聞くか　里帰り ひめちゃん

1349 かくれんぼ　コスモス園に　日が暮れる かるがもM

1350 とり方を　教えて逃がす　赤とんぼ かるがもM

1351 ふるさとへ　孫と見に行く　天の川 かるがもM

1352 梅ジュース　サイダーで割り　孫と飲む さつまりこ

1353 十連休　我家直撃　一過まで 新屋洋子

1354 十連休　わが家直撃　一過まで 新屋洋子

1355 十連休　我が家直撃　一過まで 新屋洋子

1356 新じゃがの　甘煮のおやつ　祖母の声 野上　清子

1357 じいじの背で　グリーンカーテン　見上げる1才 野上　清子

1358 さあ行くよ　省エネスイッチ　消す1才 野上　清子

1359 ばあばの　手しっかりつかみ　花菖蒲 野上　清子

1360 おかえり　フルーツジェリーが　待ってるよ 野上　清子

1361 育ジイの　ことばを形に　習慣に 減点パパ

1362 育ジイで　孫の未来を　夢描く 減点パパ

1363 ＡＩも　解析不能な　孫の機嫌 減点パパ

1364 パソコンも　孫もフリーズ　真夜中に 減点パパ

1365 育ジイは　料理・宿題　二刀流 減点パパ

1366 初歩き　アンヨの先の　あきあかね ビーチップ

1367 夏雲や　初立(はつだち)孫の　背に光る ビーチップ

1368 天日干(てんぴぼし)　懐かし奥の　孫の靴 ビーチップ

1369 やれ走り　やれ転(こ) け泣きぬ　波の浜 ビーチップ

1370 バチャバチャと　はしゃぐしぶきぞ　水たまり ビーチップ

1371 孫の声　ホタルと遊ぶ　宵の畦 ビーチップ

1372 ボール持ち　さみしきながむ　梅雨の空 ビーチップ

1373 つっかけて　表に飛び出す　夏祭り ビーチップ

1374 夕餉どき　ぐずるへの字に　芋におう ビーチップ

1375 あじさいの　しずくをためて　おままごと ビーチップ

1376 菖蒲湯に　孫の元気な　笑い声 私はだーれ

1377 柏餅　一つ確保し　食べる孫 ビーチップ

1378 端午でも　愛しく嬉し　孫娘 ビーチップ

1379 味などは　わからぬくせに　新茶飲み ビーチップ

1380 踊るより　夜店楽しい　夏祭り ビーチップ

1381 紫陽花に　別れを告げて　孫帰る 璃紗

1382 曾孫来て　片言で言う　雪景色 ひいばあちゃん

1383 孫の目に　パパママ内緒　夏氷 安田　由紀夫

1384 赤付けて　壁にニンマリ  夏休み まろにゅーむ

1385 紐緩む　ラムネに映る　孫の顔 まろにゅーむ

1386 夜泣きする　今も変わらず　蚊取り線香 まろにゅーむ

1387 浴衣着せ　袖の汚れに　母想う まろにゅーむ

1388 夕顔に　切なく響く　タイヤ音 まろにゅーむ

1389 柚子湯へと　ヴィオラのように　孫渡す むらさき色布

1390 保育器に　眠れる孫や　さくら東風 むらさき色布

1391 もみじのより　頂戴す　雛あられ むらさき色布

1392 名月や　孫に教えん　かぐや姫 むらさき色布

1393 芋を掘る　孫と自撮りの　ツーショット むらさき色布

1394 向日葵と　背丈比べて　孫笑顔 たもつ
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1395 夕暮れに　孫に見せたい　盆踊り たもつ

1396 朝顔と　早起き勝負　孫おはよ たもつ

1397 夕暮れに　蛍にあいさつ　また明日 たもつ

1398 夏バテと　ばあばに寄り添う　孫眠る たもつ

1399 孫が来る　駅で待とうか　打ち水か むらさき色布

1400 孫よりの　メール明日は　ハロウィン むらさき色布

1401 柚子湯にて　知る初孫の　無重力 むらさき色布

1402 春うらら　孫に教える　箸使い むらさき色布

1403 初湯かな　孫の喃語を　聞くアヒル むらさき色布

1404 トイレ掃除　家事する育ジイ　山笑う 減点パパ

1405 キッチンは　季節を学ぶ　婆の塾 減点パパ

1406 ストレスは　水溶性と　知る育ジイ 減点パパ

1407 食卓に　幸せ並ぶ　子の帰省 減点パパ

1408 育ジイが　絵筆に変わる　湯殿かな 減点パパ

1409 初孫の　匍匐前進　夏畳 むらさき色布

1410 シャボン玉　色とりどりの　風に乗る むらさき色布

1411 孫に説く　『聖書』の裏の　蚊は打たず むらさき色布

1412 初孫の　産着へ朝の　さくら東風 むらさき色布

1413 「一葉」も　枯れ葉と散るか　孫が来る むらさき色布

1414 夏草や　孫と歩きし　平泉 もも太郎

1415 早朝に　孫とあげる　鯉幟 もも太郎

1416 孫達に　誘い出されし　盆踊り もも太郎

1417 孫の手を　しっかり握って　運動会 もも太郎

1418 浮かったよ　孫の電話　にばあ涙 もも太郎

1419 記念樹に　ミモザを選び　春を待つ さつまりこ

1420 星型の　胡瓜できたよ　夏の庭 さつまりこ

1421 孫と見舞う　ばあの視線に　庭の百合 もも太郎

1422 若竹の　伸びて風呼ぶ　孫娘 もも太郎

1423 孫よりも　心が弾む　入学式 もも太郎

1424 甲子園　近くて遠い　じい走る もも太郎

1425 浮かったよ　孫の知らせに　仏壇へ もも太郎

1426 盆休み　ろくっろ首の　爺と婆 ちょい丸親父

1427 夏休み　振り回される　爺と婆 ちょい丸親父

1428 爺婆の　短い夏の　奮闘記 ちょい丸親父

1429 蝉取りに　付き合わされる　老夫婦 ちょい丸親父

1430 十連休　我家直撃　モンスター 新屋洋子

1431 十連休　わが家直撃　モンスター 新屋洋子

1432 １０連休　わがや直撃　モンスター 新屋洋子

1433 １０連休　わが家直撃　モンスター 新屋洋子

1434 浴衣着る　孫の成長　目をみはる 三河の空

1435 夏休み　プール当番　眠くなる 三河の空

1436 孫と風呂　プールの如く　湯に潜り 三河の空

1437 映画見て　孫より感動　夏休み ゆうゆう

1438 登校日　孫が駆け出し　雨蛙 安田　由紀夫

1439 唐黍の　匂ひ辿りし　かくれんぼ やじろべー

1440 泥団子　美味し美味しと　春の庭 やじろべー

1441 玩具屋へ　花見帰りの　途中下車 やじろべー

1442 二人して　絵本枕の　昼寝かな やじろべー

1443 絵日記や　どのページにも　杖のあり やじろべー

1444 騎馬戦の　孫は馬なり　鰯雲 三郎

1445 曼珠沙華　赤く墓参の　ランドセル 三郎

1446 万緑や　お食い初めの皿　魯山人 三郎

1447 ひと泣きで　家族束ねる　孫帰省 三郎

1448 天高く　蹴り上げ孫の　逆上がり 三郎

1449 手はないが　祈る姿の　鯉のぼり 三郎

1450 十五夜に　孫と湯船で　モアイ像 三郎

1451 万緑や　父の顔になる　粉ミルク 三郎

1452 庭遊び　「麦わら被れ」　ババ、ニコリ お酢

1453 蝉を追う　オイラとジイジ　ジージージー お酢

1454 梅雨終え　テンヤワンヤノ　孫振る舞い まきチャン

1455 爺婆と　氏神に参り　七五三の祝い まきチャン

1456 孫と爺　結ぶライン(LINE)や　秋日和 村上　惠一

1457 今日のこと　孫と語りて　菖蒲の湯 村上　惠一

1458 衣替え 小さな服見て 目を細め 三葉

1459 またひとつ 背が伸び柱に 増える線 三葉

1460 ｢暑いね｣と　孫の頬伝う　汗拭い 三葉

1461 孫抱いて　喜ぶ重さと　辛い腰 三葉

1462 孫おんぶ　寝落ちてずしりと　重さ増し 三葉

1463 口出さず　まずは見守る　額の花 文海胡

1464 麦茶煮る　年に一度の　大薬缶 文海胡

1465 小さめの　匙をそろえて　大西瓜 文海胡

1466 夏空に　「高い高い！」と　歓喜飛ぶ 千春

1467 孫の声　運んでくるよ　夏の風 みんなのフクロウ

1468 向日葵に　明るく元気に　願い込め みんなのフクロウ

1469 孫の名を　呼べばこだまか　虫の声 みんなのフクロウ

1470 手花火の　イクジイの　顔輝けり はぐれ雲

1471 雷鳴に　泣く孫抱いて　あやすジジ はぐれ雲

1472 子守　歌うたひてジジの　昼寝かな はぐれ雲

1473 蜩に　けふのイクジイ　終はりけり はぐれ雲

1474 爺ちゃんが　祖父と呼ばれて　秋の風 はぐれ雲

1475 孫自慢　太鼓で競う　夏祭り　 なんきんも

1476 紅葉より　孫の手誉める　バスツアー なんきんも

1477 腰痛も　孫と歩けば　春の道 なんきんも

1478 泣きわめく　孫とシンクロ　あぶらぜみ ピーちゅん

1479 浮袋　孫のバタ足　濡れ鼠 ピーちゅん

1480 「ジジのバカ！」　泣きわめかれし　甲虫 ピーちゅん

1481 補助輪の　後追いかけて　夏木立ち ピーちゅん

1482 ビー玉を　飲まんと孫と　飲むラムネ ピーちゅん

1483 向日葵や　昨日の親は　今日の祖父 水曜

1484 離れ家は　孫と駒指す　蝉時雨 安田　由紀夫

1485 孫の背と　先祖見送る　爺の背と 博之介♪

1486 ジジと孫　腹割り話す　すいか割り 博之介♪

1487 おねしょした　夏の秘め事　爺と孫 博之介♪

1488 孫と競り　庭に顔出す　スイカの芽 博之介♪

1489 五輪より　三輪推す爺　えびす顔 博之介♪

1490 十連休　わが家直撃　キキとララ 新屋洋子

1491 １０連休　わが家直撃　キキとララ 新屋洋子

1492 交代で　孫とポケモン　探す夏 モト

1493 夏休み　予定はすべて　孫次第 ぷーちゃん

1494 孫ちょうど　ババはふるえる　冷房で ぷーちゃん

1495 蝉取りで　孫の尊敬　勝ち取って ぷーちゃん

1496 入園式　園児はばばを　去らしめず 千代田　路子

1497 桜咲く　園児はばばを　去らしめず　 千代田　路子

1498 子ども塾　する事もなし　終わりまつ 千代田　路子

1499 風きって　声あげ駈ける　夏の丘 千代田　路子

1500 入学式　親子三代　かがやけり 千代田　路子

1501 ブランコや　ハッとするほど　高い夏 千代田　路子

1502 子守唄　歌いながらも　ばばが寝る 千代田　路子

1503 大声を　吸い込んで行く　夏列車 千代田　路子

1504 笹船を　つくってくれと　せがむ孫 千代田　路子

1505 お迎えに　歩み寄る孫　夏の午后 千代田　路子

1506 ひまわりは　えがお笑顔で　孫えがお 千波

1507 墓参り　小さな手と手　浴衣カラコロ 千波

1508 咲く花火　遠く見る孫　ぎゅっと抱く 千波

1509 我が子より　たまに会う孫　夏ギフト 千波

1510 盆帰省　孫お気に入り　エアライン 千波

1511 燕の子　親のまご ゝろ　孫育児 静空ーしずくー

1512 背中でも　泣きの夕立ち　過ぎ去りし 冬蜻蛉

1513 あちこちに　可愛い盛りの　地雷あり 冬蜻蛉

1514 クーデター　前の静寂　選挙カー 冬蜻蛉

1515 田植え終え 子育て終えて 孫育て ドルチェ

1516 兜虫　無視する孫が　嬉しがる ドルチェ

1517 帰ろうか　孫の手繋ぎし　赤蜻蛉 ドルチェ

1518 雷雨中　帰りを待つ身　より心労 溝口　裕子

1519 花盛り　笑顔を返し　しわ増える 溝口　裕子

1520 帰省待つ　豪華な料理　一日や 溝口　裕子

1521 閑静を　壊す春雷　家内鳴り 冬蜻蛉

1522 紙兜(かぶと)　チャンバラごっこで　切られなく ビーチップ

1523 すりぬけて　とんではしゃいで　水しぶき ビーチップ

1524 むせかえし　凪(なぎ)をかき消す　水しぶき ビーチップ

1525 あわて来て　ちぎりて頬張る　つるし柿(がき) ビーチップ

1526 前のめり　アニメと一緒に　右左(みぎひだり) ビーチップ

1527 追いかけて　止まりてまた追う　赤とんぼ ビーチップ

1528 畔走り　水田(みずた)にゆれる　孫の影 ビーチップ
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1529 水うつす　おたまじゃくしに　孫の口 ビーチップ

1530 ひまわりの　畑(はた)に迷(ま)いこみ　ゆれる花 ビーチップ

1531 そうめんを　ちぎれずすする　おつぼ口　 ビーチップ

1532 雪合戦　孫に当てられ　爺ショック　　 あまけんじろう

1533 パパママと　爺も一緒に　初詣　 あまけんじろう

1534 クリスマス　白髪の爺は　サンタ役 あまけんじろう

1535 福は内　じいは今年も　鬼だった あまけんじろう

1536 じじばばと　向日葵見守る　通学路 なべちゃん

1537 蝿を追う　孫の背中を　ジジが追う 糸トンボ

1538 彼岸花　孫を誘いて　妻の墓 一平

1539 孫仰ぐ　手に汗握る　熱帯夜　 ミイの日々

1540 孫のため　鯵の骨とる　日暮れ前 ミイの日々

1541 迎え路の　向日葵に背を　追い抜かれ ミイの日々

1542 あいの風　孫の手離す　ママいる日 さびしんぼ

1543 縁側に　孫とゴロ寝の　秋の宵 清水風流

1544 雨上がり　大きな虹に　はずむ声 清水風流

1545 鰯雲　初めて見たと　声を上げ 清水風流

1546 秋の空　子供心も　変わりがち 清水風流

1547 運動会　勝って笑って　負けて泣き 清水風流

1548 流れ星　孫と一緒に　願い事 清水風流

1549 秋の七草　ちょっぴり孫に　自慢する 清水風流

1550 赤蜻蛉　追って野山を　掛け回り 清水風流

1551 柿食べて　ほっぺ押さえる　孫娘 清水風流

1552 名月に　孫も目玉を　丸くする 清水風流

1553 爽やかに　じいじは孫の　カメラマン さびしんぼ

1554 夏座敷　息子と孫が　ごろごろり 真珠星倫世(スピカリンセ)

1555 梅雨晴れ間　物干し足りず　綱を張る 真珠星倫世(スピカリンセ)

1556 行水後　スイッチ切れて　バタンキュー 真珠星倫世(スピカリンセ)

1557 炎昼は　ヘロヘロになり　孫を追う 真珠星倫世(スピカリンセ)

1558 夏暖簾　嫁に筒抜け　婆の愚痴 真珠星倫世(スピカリンセ)

1559 母病みて、父いぬ孫に、幸あれと 新

1560 成長率が、楽しみ苦あり、十二年 新

1561 ご馳走に、飛躍したいよ、孫の口 新

1562 孫の声　何処か似ている　蝉時雨 静空ーしずくー

1563 孫のため　日盛り山盛り　食べ盛り 静空ーしずくー

1564 花菖蒲　見える障子が　穴だらけ 静空ーしずくー

1565 夜泣きする　孫と見上げた　天の川 豊後梅

1566 ママがいい　ばあも待ちわぶ　盆トンボ 豊後梅

1567 ハイタッチ　園庭の空　入道雲 豊後梅

1568 だんごむし　まあるくなりて　孫と見る 豊後梅

1569 お布団に　匂いがするよ　お日様の 豊後梅

1570 くずれない　浴衣の着付け　ばばの腕 春爺

1571 団欒や　孫が手を引き　天の川 安田　由紀夫

1572 夏休み　じいじじいじと　孫しぐれ 傀儡師

1573 夏休み　じじばばの腰　孫で伸び 傀儡師

1574 村祭り　孫にも浴衣　ばばの縫う 傀儡師

1575 熱帯夜　孫に添い寝の　蚊帳の爺 傀儡師

1576 流れ星　軒に三代　幸願い 傀儡師

1577 孫の手を　引けば微笑む　夏薊 マカロン

1578 育じいが　採りたて西瓜を　置いていく 桂馬

1579 宿題は　まだかとせかす　法師ゼミ 桂馬

1580 夕涼み　添い寝しながら　ばあが寝る　 桂馬

1581 お年玉  孫が鍋入れ  肩叩き ブレンデイー

1582 お年玉  孫が通帳  見せびらし ブレンデイー

1583 七夕の  孫の願いは  ファミコンを ブレンデイー

1584 七夕の  じいばあ名前  短冊に ブレンデイー

1585 七夕や  約束勝って  短冊に ブレンデイー

1586 河豚めぐる　親子喧嘩を　孫が止め モト

1587 あたたかや　小さき桃尻　小さき糞 かぬまっこ

1588 屈伸の　やうなる喃語　つばめの子 かぬまっこ

1589 どこまでも　どこまでも這ひ　這ひ若葉 かぬまっこ

1590 なにもかも　口でたしかむ　チューリップ かぬまっこ

1591 下の歯の　二本生えたる　若葉風 かぬまっこ

1592 ゆつくりと　つかまり立ちや　ソーダ水 かぬまっこ

1593 白髪掻き　ねんねこ唄う　キリギリス やーくん

1594 子守爺　誰より先に　昼寝する やーくん

1595 灯を消して　虫に癒さる　演技力 やーくん

1596 デビュー戦　背広着るよに　案山子立つ やーくん

1597 角切られ　「手伝います」と　爺の声 やーくん

1598 夕立や　たまりに遊ぶ　笹の舟 浜ちゃん

1599 どんどんを　堰て二人の　うなぎとり 浜ちゃん

1600 だんご虫　女孫の手のひら　転がりぬ 浜ちゃん

1601 誕生に　レモン植えて　白い花 浜ちゃん

1602 乳歯抜け　大人になりゆく　孫の夏 浜ちゃん

1603 孫肩に　揃いの褌　夏祭り カジ

1604 汁粉餅　焼いて孫待つ　初稽古 カジ

1605 書初や　太くはみ出す　じいじの字 カジ

1606 縁台で　浴衣の孫と　詰め将棋 カジ

1607 「“九九”言える！」かけよる孫の　夏休み おまぁ

1608 雷雨なか　孫待つ園へ　小走りに おまぁ

1609 ゴーヤの実　成長見守る　祖母と孫 コウチャ

1610 任せたぞ　梅干し最後は　孫の塩 コウチャ

1611 祖母じゃ無理　海水浴を　ねだる孫 コウチャ

1612 夜更かしも　今日は特別　夏祭り コウチャ

1613 夏祭り　スマホで検索　ませた孫 コウチャ

1614 短冊に　小遣いおねだり　大好きと 和風人

1615 孫の世話　しっかり手洗い　梅雨の日々 プレバト大好き

1616 カブト虫　触れぬ孫の　不憫さよ もくず

1617 涼風や　男の作る　離乳食 けろね

1618 添い寝する　爺の寓話に　星月夜 けろね

1619 ヤンママの　輪にはみ出して　秋暑し けろね

1620 おむつ替ふ　手並み爽やか　夏深し けろね

1621 コスモスを　髪に差しやる　しわがれ手 けろね

1622 手花火に　爺の添へたる　ごつごつ手 けろね

1623 夏休爺の　知恵借る　観察記 けろね

1624 秋日和　たかい高いと　ごつごつ手 けろね

1625 孫の幸　願いさらさら　短冊竹 ヒラノ

1626 置き土産　セミの抜け殻　一二三（ひーふーみー） ぱやぱや

1627 夏の空　ジイジの影が　オアシスに ぱやぱや

1628 蝉時雨　伝え歩きは　馬の爺 ぱやぱや

1629 孫に育てられているよな　日向ぼこ カジ

1630 菖蒲湯の　孫の生気に　酔わされて カジ

1631 空蝉で　誤魔化し効かぬ　歳となり カジ

1632 墓参り　爺と入ると　駄々をこね カジ

1633 七五三　出過ぎぬように　後を追い カジ

1634 朝顔や　年長組の　農夫さん けろね

1635 朝顔や　色水売りの　客となり けろね

1636 百面相撮　って疲れし　七五三 けろね

1637 電源を　切られたやうに　昼寝の児 けろね

1638 ゼロ歳児　スプーン半分　かき氷 けろね

1639 孫育児　育じい参加で　なすび汁 静空ーしずくー

1640 合歓の花　眠い孫の手　温かい 静空ーしずくー

1641 蟬取って  やればつかめぬ  孫の居て 紫苑

1642 蚊遣焚き  孫と将棋や  近未来 紫苑

1643 馬陸ぎらい  ＤＮＡに  刻まれて 紫苑

1644 金魚すくい  我慢手と口  出さぬまま 紫苑

1645 布団きちんと  掛けて夜寒の  孫娘 紫苑

1646 おばあちゃん　カッコウのまね　またしてね えみこ

1647 おばあちゃん　ウチワはねむい　まほうなの？ えみこ

1648 おばあちゃん　こんどはバッタに　のせてよね えみこ

1649 おばあちゃん　イヌよりキツネの　かげみたい えみこ

1650 おじいちゃん　クマよりつよい　おじいちゃん！ えみこ

1651 遠花火　孫を起こすか　起こさぬか イヂロー

1652 夕焼けて　ようやく孫の　大あくび イヂロー

1653 空蝉を　五十残して　孫帰る イヂロー

1654 雨降れば　畳の上で　泳ぐ孫 イヂロー

1655 燕の巣　肩車して　見せてやり イヂロー

1656 熱帯夜　婆のウチワは　止まらない 鈴田　浩二

1657 じいちゃん子　ブランコせがみ　膝の上 鈴田　浩二

1658 ママ帰る　お帰りだけで　愛想なし 鈴田　浩二

1659 婆ちゃんの　長寿は孫の　面倒見 鈴田　浩二

1660 祖父母への　甘えも交互　義理を知り 鈴田　浩二

1661 嫁小さく　孫は特大　冷し瓜 mako

1662 孫と行く　夜店じいちゃん　夢の国 mako

1663 去年のは　少し窮屈　夏帽子 mako

1664 名人と　孫にはしゃがれ　打つ射的 mako

1665 夕立に　二人で走る　帰り路 清水風流

1666 アイスティー　私のマネし　孫は飲み 清水風流

1667 水虫の　私の足に　孫は引き 清水風流

1668 初めての　アロハシャツには　嬉しそう 清水風流

1669 蝸牛　手の平乗せて　笑ってる 清水風流

1670 菊一輪　仏様にと　もみじの手 清水風流

1671 七夕に　長生きしての　孫をハグ 清水風流

1672 お中元　孫らにちょっと　お裾分け 清水風流

1673 キリギリス　跳ねて驚く　孫二人 清水風流

1674 冷えた桃　嬉しそうにし　丸かじり 清水風流

1675 イケメンの　ツバメが五羽を　育ててる 中村　宗一

1676 家のじい　鏡を見ながら　歯を磨く 中村　宗一

1677 朝顔と　にらめっこして　どや顔を 中村　宗一

1678 孫越しに　富士に架かる　七色の橋 博之介♪

1679 孫の手が　生気をくれる　盆踊り 博之介♪

1680 残雪の　カフェラテ富士を　孫と飲み 博之介♪

1681 やっと寝た　孫を起こすや　蝉時雨 蒼い朱鷺

1682 飽きっぽい　孫と仕上げる　夏の友 蒼い朱鷺

1683 夏の朝　少し短い　浴衣かな 蒼い朱鷺

1684 梅雨晴れや　泣く孫抱いて　菓子で釣る 静空ーしずくー

1685 田植え歌　じいじが歌う　子守歌 静空ーしずくー

1686 七夕や　オリパラへ孫が　指切り 安田　由紀夫

1687 朝顔や　孫は気ままに　一年生 安田　由紀夫

1688 夏蝶を　追ふ子を追ふや　爺と雲 山﨑　瑠美

1689 収穫の　畔を挟んで　孫と九九 山﨑　瑠美

1690 羅の孫の　縋りし裾　長し 山﨑　瑠美

1691 軋ませて　婆拭くかき氷の　手形 山﨑　瑠美

1692 白髭を　掴んで泣く子　蝉時雨 山﨑　瑠美

1693 天才の　寝顔にジジの　団扇かな 蒼い朱鷺

1694 天才の　寝顔にジジの　団扇風 蒼い朱鷺

1695 雨上がり　孫が駆け出し　カタツムリ 蒼い朱鷺

1696 ”グー”の手と　小さい寝息　苺の香 おまぁ

1697 孫と爺　スイカの写メを　競い合い ひまわり

1698 孫と爺　クワガタ見つけ　童心に ひまわり

1699 夏休み　親より婆が　しつけ役 ひまわり

1700 照れるなあ　孫とおそろい　アロハシャツ しげき

1701 まだ昼寝　孫はとっくに　起きている しげき

1702 孫からの　辞令カブトムシ　係長 しげき

1703 縫いなおす　孫の水着の　犬チョッキ かるがもえむ

1704 まっすぐに　孫自販機へ　ソーダ水 かるがもえむ

1705 水遊び　じじの頭が　水弾く かるがもえむ

1706 セミ捕りは　俺に任せと　爺夢中 ヒデヒデ

1707 夏休み　早く終われと　爺叫ぶ ヒデヒデ

1708 かき氷　冷たさ身震い　可愛いね 仲ちゃん

1709 疲れてか　ジジと仲良く　昼寝する 仲ちゃん

1710 縁側で　線香花火に　大さわぎ 仲ちゃん

1711 花火みる　孫の瞳に　万華鏡 ぽよまる

1712 孫の技　つかむ握りの　金魚とり ぽよまる

1713 待ち受けの　孫にチューする　雪の宿 はるやす

1714 七五三　出費は婆の　大誤算 はるやす

1715 式ごとに　招待受ける　ジジとババ はるやす

1716 怒られて　孫が避難の　部屋扇ぐ はるやす

1717 釣るエサが　高価で振り込み　待つ年金 はるやす

1718 孫の肩　羽を休めに　とんぼ来る しゅうちゃん

1719 帰り待つ　胡瓜初もぎ　孫の手で しゅうちゃん

1720 夏の雲　幼自分と　孫遊ぶ しゅうちゃん

1721 孫と見る　つながる心　天の川 しゅうちゃん

1722 虫の音や　とけあう心　孫の顔 しゅうちゃん

1723 白髪染めし　爺春雨の　参観日 牛美

1724 孫重し　猫と初秋の　日向ぼこ 牛美

1725 孫と蕎麦　食みつつ聞くや　除夜の鐘 牛美

1726 遠恋の　孫を送るや　星祭り 牛美

1727 春泥や　泣きべそ孫と　ビー玉と 福の花

1728 時間差で　喚く双子や　青嵐 福の花
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1729 鱧の骨　ふくむが如く　孫叱る 福の花

1730 北を指す　磁石は謎と　孫の春 福の花

1731 柚子香る　産着２セット　ああ双子 福の花

1732 強請る孫　キャッチボール　西日影 くんし

1733 帯祝　エコー写真　秋を待つ くんし

1734 風光り　小さき手振り　或る列車 くんし

1735 空回り　子供相撲や　土が付き くんし

1736 顔白し　小さき両手　盆団子 くんし

1737 セミが鳴く　精一杯の　孫育て 津軽の林檎っこ

1738 コスモスの　内緒話を　孫と聞く  津軽の林檎っこ

1739 入道雲 　秘密基地です　爺の胸 津軽の林檎っこ

1740 威風堂々　爺によく似た 甲虫 津軽の林檎っこ

1741 ねぷた祭り 孫の手を引き ヤーヤードー 津軽の林檎っこ

1742 向日葵と　つま先立ちで　背比べ やんちゃん

1743 朝一番　ラジオ体操　夏休み やんちゃん

1744 伸びしろも　一緒に買った　子の浴衣 やんちゃん

1745 爺と婆　初孫取り合う　蝉の声 働き蜂ちえちゃん

1746 働き蜂ちえちゃん

1747 ”グー”の手と　小さい寝息　苺の香 おまぁ

1748 孫と爺　スイカの写メを　競い合い ひまわり

1749 孫と爺　クワガタ見つけ　童心に ひまわり

1750 夏休み　親より婆が　しつけ役 ひまわり

1751 照れるなあ　孫とおそろい　アロハシャツ しげき

1752 まだ昼寝　孫はとっくに　起きている しげき

1753 孫からの　辞令カブトムシ　係長 しげき

1754 縫いなおす　孫の水着の　犬チョッキ かるがもえむ

1755 まっすぐに　孫自販機へ　ソーダ水 かるがもえむ

1756 水遊び　じじの頭が　水弾く かるがもえむ

1757 セミ捕りは　俺に任せと　爺夢中 ヒデヒデ

1758 夏休み　早く終われと　爺叫ぶ ヒデヒデ

1759 かき氷　冷たさ身震い　可愛いね 仲ちゃん

1760 疲れてか　ジジと仲良く　昼寝する 仲ちゃん

1761 縁側で　線香花火に　大さわぎ 仲ちゃん

1762 花火みる　孫の瞳に　万華鏡 ぽよまる

1763 孫の技　つかむ握りの　金魚とり ぽよまる

1764 待ち受けの　孫にチューする　雪の宿 はるやす

1765 七五三　出費は婆の　大誤算 はるやす

1766 式ごとに　招待受ける　ジジとババ はるやす

1767 怒られて　孫が避難の　部屋扇ぐ はるやす

1768 釣るエサが　高価で振り込み　待つ年金 はるやす

1769 孫の肩　羽を休めに　とんぼ来る しゅうちゃん

1770 帰り待つ　胡瓜初もぎ　孫の手で しゅうちゃん

1771 夏の雲　幼自分と　孫遊ぶ しゅうちゃん

1772 孫と見る　つながる心　天の川 しゅうちゃん

1773 虫の音や　とけあう心　孫の顔 しゅうちゃん

1774 白髪染めし　爺春雨の　参観日 牛美

1775 孫重し　猫と初秋の　日向ぼこ 牛美

1776 孫と蕎麦　食みつつ聞くや　除夜の鐘 牛美

1777 遠恋の　孫を送るや　星祭り 牛美

1778 春泥や　泣きべそ孫と　ビー玉と 福の花

1779 時間差で　喚く双子や　青嵐 福の花

1780 鱧の骨　ふくむが如く　孫叱る 福の花

1781 北を指す　磁石は謎と　孫の春 福の花

1782 柚子香る　産着２セット　ああ双子 福の花

1783 強請る孫　キャッチボール　西日影 くんし

1784 帯祝　エコー写真　秋を待つ くんし

1785 風光り　小さき手振り　或る列車 くんし

1786 空回り　子供相撲や　土が付き くんし

1787 顔白　し小さき両手　盆団子 くんし

1788 セミが鳴く　精一杯の　孫育て 津軽の林檎っこ

1789 コスモスの　内緒話を　孫と聞く  津軽の林檎っこ

1790 入道雲 　秘密基地です　爺の胸 津軽の林檎っこ

1791 威風堂々　爺によく似た 甲虫 津軽の林檎っこ

1792 ねぷた祭り 孫の手を引き ヤーヤードー 津軽の林檎っこ

1793 向日葵と　つま先立ちで　背比べ やんちゃん

1794 朝一番　ラジオ体操　夏休み やんちゃん

1795 伸びしろも　一緒に買った　子の浴衣 やんちゃん

1796 爺と婆　初孫取り合う　蝉の声 働き蜂ちえちゃん

1797 爺と婆　孫が帰れば　夏休み 働き蜂ちえちゃん

1798 孫とする　ラジオ体操　若返る 働き蜂ちえちゃん

1799 祖母そばで　ああしろこうしろ　夏課題 山﨑　瑠美

1800 孫乗せて　爺漕ぐボート　波白し 山﨑　瑠美

1801 キャラ弁の　動画繰り返す　夜長かな 山﨑　瑠美

1802 夏風邪の　居間はしゃぐ声　孫ブルー 山﨑　瑠美

1803 刈穂散らしつつ軽トラ　塾めざす 山﨑　瑠美

1804 爺の夢　背負い猛勉　夏休み 風月

1805 父祖の味　祖母の教える　夏休み 風月

1806 孫たちに　自然教える　蛍狩り 風月

1807 いとこらと　花火や雑魚寝　婆ちゃんち 風月

1808 爺ちゃんに　特訓される　夏休み 風月

1809 今日もまた　娘に呼ばれ　孫の世話 宮野　聡

1810 孫の世話　張り切りすぎて　夏バテだ 宮野　聡

1811 孫の靴　きりりと紐締め　山開き カジ

1812 孫膝に　矢車の音　初幟 カジ

1813 添い寝して　読み聞かせるや　今日の月 カジ

1814 風花も　山越へ迎へか　保育園 カジ

1815 意に添わぬ　振りも読まれし　爺と孫 カジ

1816 じいが来る　棚田の郷の　夏休み うみひかる

1817 初めての 花見はじじの 腕の中 ミナミナ

1818 新春の　暦彩る　孫行事 ミナミナ

1819 運動会　席取りのじじ　夢の中 ミナミナ

1820 弁当は　ばば席取りは　じじの春 ミナミナ

1821 春うらら　じーじは庭で　おままごと ミナミナ

1822 カブト虫  孫の代わりに ご挨拶 みんみん

1823 待ちわびる　飛んでくる夏　孫会える みんみん

1824 蝉の声　みな集合　ばあちゃんち みんみん

1825 笑い声　運んでくるよ　夏の風 みんみん

1826 夏休み　孫とトランプ　ギネスかな みんみん

1827 遠雷や　孫と正座の　神楽殿 安田　由紀夫

1828 爺が手を　離す自転車　樟若林 マカロン

1829 小さき手の　振り解きたる　梅雨晴間 ばばちゃま

1830 裾上げの　浴衣の孫に　子を重ね 渡辺　千恵

1831 蚊に刺され　昆虫取りに　苦戦する 杉本　哲也

1832 夏の友　教えるつもりが　教えられ 杉本　哲也

1833 5才児と　いっしょに体験　山開き 杉本　哲也

1834 ステテコを　穿いて浮かれる　孫むすめ 杉本　哲也

1835 亀の子を　折ったつもりが　ペンギンに 杉本　哲也

1836 泣き声を　近所にひびかせ　鯉のぼり 緒方　康男

1837 せみの声　じいじ早くと　背中押す 緒方　康男

1838 孫の手に　せんこう花火の　もみじ咲く 緒方　康男

1839 ひな人形　孫と眺めて　手を重ね 緒方　康男

1840 さつき晴れ　万歩計きざむ　孫の足 緒方　康男

1841 成人式　赤いランドセル　床の間に 緒方　康男

1842 理屈なき　孫の寝顔や　新茶(ちゃ)を啜る 柴田　邦博

1843 シンデレラ　読んでと孫に　子は夜勤 吉岡　早苗

1844 鈴虫や　雌が雄喰う　パワハラじゃ 澤江　省吾

1845 梅雨来たか　暑い暑いと　腹も減る 澤江　省吾

1846 年金を　貰える程に　ぜいたくを 澤江　省吾

1847 永田町　揉める国会　行き場なし 澤江　省吾
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1848 おんぶして　あっちこっちと　赤蜻蛉 マリン婆

1849 ばあばあに　婆ば婆ばと　雲の峰 マリン婆

1850 青田道　背中のだずなに　みぎひだり 結城　眞利子

1851 孫去んで　ぢいぢの喃語　赤まんま 今宮　嘉子

1852 墓洗ふ　嫁も白髪や　孫知らず 福井　康博

1853 母出張　孫と探すや　流れ星 福井　康博

1854 デパートの　即席プールや　孫帰省 福井　康博

1855 吾が余命　過ぎるもめでたし　孫成人 福井　康博

1856 こづかいも　けじめの日なり　成人の孫 福井　康博

1857 天の川　溢るる笑顔　四世代 和田　康生

1858 夏の夜に　家族の幸福　ひびく音 澤津　千鶴枝

1859 泣き笑い　十月十日の　産声で 澤津　千鶴枝

1860 送迎の　約目も終えて　夜長し 澤津　千鶴枝

1861 絵日記の　枠はみ出して　甲虫 衞藤　日出子

1862 お札(さつ)より　孫が生甲斐　じいじばば 渡辺　寛子

1863 相似形　孫と爺ぢの　昼寝かな 和田　実津江

1864 花火かな　じいじばあばと　風呂の中　 後藤　光弘

1865 柿若葉　孫と二人で　かくれんぼ 後藤　光弘

1866 三才児　だっこだっこで　保育士へ 水木　嘉津

1867 紅葉の　吊橋渡る　こわごわと 水木　嘉津

1868 お手使だい　おればっかりと　ひまわり笑う 水木　嘉津

1869 夏眩し　孫は叫んで　すべり台 益田　雪栄

1870 夏の道　吾似の黒き　姫さまと 益田　雪栄

1871 夕立に　小踊りピョンピョン　ハイタッチ まりばば

1872 ABC　習いし手話見せ　夏の夕 まりばば

1873 青蛙　孫三人と　にらめっこ 渡邉　一生

1874 孫たちの　それぞれ違う　汗の粒 渡邉　一生

1875 さくらんぼ　孫競うてか　食べ尽くし 渡邉　一生

1876 クレオンで　咲かすひまわり　笑顔かな 猪原　アヤ子

1877 夏の風　特効薬の　こゑ曾孫　 猪原　アヤ子

1878 水着買い　還暦過ぎて　孫や子と 徳益　留利子

1879 夏休み　思い出作り　バーベキュー 徳益　留利子

1880 孫の手で　漬けりし梅の　里香り 徳益　留利子

1881 あさがおの　浴衣着る孫　姫気分 華川(カセン)

1882 天の川　ロマンス大好き　七才孫 華川(カセン)

1883 食べ盛り　新じゃがコロッケ　もう一個 華川(カセン)

1884 短冊に　あふるる文字よ　何願う 華川(カセン)

1885 庭先の　ビニールプール　水溢る 華川(カセン)

1886 孫帰り　夕飯メニュー　またソーメン 華川(カセン)

1887 花火手に　孫楽しみて　時忘る 華川(カセン)

1888 シャボン玉　うまくできたね　夏の風 華川(カセン)

1889 首の汗　疲れ知らずの　夏帽子 華川(カセン)

1890 ばあちゃんと　大きな声の　せみしぐれ 上田　由美

1891 盆休み　まごの笑顔と　泣き声と 上田　由美

1892 夏休み　神経衰弱　孫笑顔 上田　由美

1893 エイビーシー　二才児うたう　盆休み 上田　由美

1894 ジジじょうず　せみとりはげみ　サロンパス 上田　由美

1895 帰省子の　孫の成長　目を見張る 桐井　育枝

1896 夏来る　孫の成長　著し 桐井　育枝

1897 孫元気　疲れ癒され　半夏至 桐井　育枝

1898 這えば立て　歩けと囃す　夏座敷 桐井　育枝

1899 おねだりの　上手な孫の　夏休み 桐井　育枝

1900 戻り梅雨　スマホにいつも　孫曾孫 桐井　育枝

1901 白南風や　産着の君の　熱視線 藤井　はるみ

1902 「できる？」「できる」　初挑戦なり　髪洗う 藤井　はるみ

1903 手のひらに　孫の重みや　天の川 藤井　はるみ

1904 牡丹咲き　待つ碁敵(がたき)よ　孫二人 寺司　愛子

1905 孫の婚　上司の祝詞(ことば)に　涙雨 寺司　愛子

1906 じいじいと　声さえきけば　えびす顔 長崎じいじ

1907 孫にだけ　なんでも買うと　空元気 長崎じいじ

1908 だれよりも　じいじにひびく　孫いけん 長崎じいじ

1909 夏休み　心まちする　孫帰省 長与ばあば

1910 まなむすめ　かぶる幸せ　孫の表情(かお) 長与ばあば

1911 ふらここの　加減見守る　じいじの手 房前　和加子

1912 蚊がさせば　ばばがツバつけ　伝承療法 ぽよまる

1913 七夕の　庭で楽しき　水遊び えみ

1914 孫が来る　鍛えて迎える　盆休み カジ

1915 運動会　孫の出番に　丸を付け カジ

1916 日記買う　孫中心の　予定表 カジ

1917 クリスマス　主役は爺じの　サンタさん カジ

1918 インスタバエ　 向日葵背に　孫比べ 誰やねん

1919 注意砲　石鹸で孫が　水遊び 誰やねん

1920 ｢おんごん!｣と　つぶら口指す　林檎かな 松廣李子

1921 生徒らと　出会ふ旅行や　京の秋 松廣李子

1922 秋の田や　鳶を見上ぐる　影ふたつ 松廣李子

1923 敬老の　葉書はみ出す　孫の声 松廣李子

1924 ごんぎつね　あかり灯せば　秋の蚊帳 松廣李子

1925 年二度の　蝶の渡りや　島暮らし 松廣李子

1926 夏休み　石裏返す　だんご虫 松廣李子

1927 一校と　行き逢う秋の　二年坂 松廣李子

1928 背の孫の　重さ諸とも　初詣 福の花

1929 雪の果や　おしめ替え役　じぃじの任 福の花

1930 天高く　双子と生まれ　怪力や 福の花

1931 育児本　ないページ有り　冬木立 福の花

1932 胎児へと　名告る爺婆　ひなの家　　 福の花

1933 育じいと　孫朝顔で　水遊び みゃんくん

1934 夏休み　孫とゴーヤの　世話で暮れ みゃんくん

1935 育じいが　待ち焦がれてる　夏休み みゃんくん

1936 「ア・イ・シ・テ・ル」　定年後には「イ・ク・ジ・ヤ・レ」　 減点パパ

1937 親孝行　昔同居で　今近居 減点パパ

1938 令和の　子育て昭和が　追いつかず 減点パパ

1939 孫育て　妻司令塔　僕前線 減点パパ

1940 理不尽で　無理なメールと　孫が来る 減点パパ

1941 滑り台　木陰で待つゃ　老の夏 中村　公文

1942 菜園の　花芽摘む鬼　水遊び 中村　公文

1943 夏祭り　引き引かれゆく　千本くじ 中村　公文

1944 吾子乗せた　ペダルは軽し　皐月道 服部ゆうな

1945 公園の　群れるとんぼに　吾子は泣く 服部ゆうな

1946 背に眠る　吾子に見せたい　夏満月 服部ゆうな

1947 星月夜　孫と湯船に　身を沈め やんちゃん

1948 お揃いの　華やぐ浴衣　孫娘 やんちゃん

1949 風に乗る　麦わら帽を　孫が追い やんちゃん

1950 宿題に　子らと顔寄せ　夏休み やんちゃん

1951 流星に　孫の健康　祈るだけ やんちゃん

1952 小さな手　折紙握る　甲虫 かんな

1953 ひまわりは　太陽でしょと　口とがる かんな

1954 お気に入り　麦わら帽子　覗く空 かんな

1955 バス降りて　早めの昼寝　プールの日 かんな

1956 七夕様　嬉しい星の　パイナップル かんな

1957 孫と蝉　二人に呼ばれる　ジージーと あきさや

1958 赤トンボ　取り方教える　指だけで あきさや

1959 海に行き　孫とジジを　繋ぐ紐 あきさや

1960 盆に孫　久々会えたら　ジジ越える あきさや

1961 流れ星　早く願いを　孫眠る あきさや

1962 登下校　手を振る孫に　安堵感 おかざえもん

1963 彼方より　手を振る孫は　二年生 おかざえもん

1964 ひ孫抱く　父支える手五つ　春深し 原　裕子

1965 盲目の　手に春生まれの　初ひ孫 原　裕子

1966 ちさき手に　鳴る起き上がり小法師　茣蓙の上 原　裕子

1967 朝な夕な　草引きひまわりと　孫を待つ 原　裕子

1968 紫陽花の  前で乳母車は　止まりけり 原　裕子

1969 寝小便　せし孫に水　熱帯夜 瀬戸ピリカ

1970 隣り住む　孫の足音　夏休み 佐藤可奈子

1971 孫三歳　1人で釣ったよ　鱚光る 佐藤可奈子

1972 乳が張る　ババの小豆の　煮えるころ 朝山　ひでこ

1973 梅雨籠り　児乗せいななき　痛む膝 朝山　ひでこ

1974 年金が　化けてピカピカ　ランドセル 朝山　ひでこ

1975 孫と子の　昼寝合い間に　家事炊事 朝山　ひでこ

1976 賑やかに　ギャング見送り　寝正月 朝山　ひでこ

1977 孫が寝て　ビールを開ける　ばあばと吾 なつ

1978 川の字の　孫を挟んで　夏座敷 なつ

1979 孫が来る　夏はレシート　長いぞー なつ

1980 爺の昼寝に　孫のおもちゃが添寝 なつ

1981 夏休み　孫の叱り方　をググる なつ

1982 朝顔が　見てるおじいの　孫育児 ぴちさん

1983 夏の朝　三面覗く　孫重し 安田　由紀夫

1984 夏の朝　新聞覗く　孫重し 安田　由紀夫

1985 小児科を　終えてコンビニ　ソーダー水 けろね

1986 抱っこ紐　爺は長めに　夕涼み けろね

1987 孫と爺　ボトル分け合ふ　プールかな けろね

1988 遠雷や　ベビーカー押す　手にスマホ けろね

1989 空梅雨や　下駄箱プーサン　出番待つ けろね

1990 カブトムシ 取りに行くか？　が口癖に りょうたろう

1991 夏休み　孫連れ夢の　ボーリング りょうたろう

1992 ザリガニを　取って見せてる　父笑顔 りょうたろう

1993 お正月　手作り凧を　孫とあげ りょうたろう

1994 夏休み　花火しようと　大人買い りょうたろう

1995 宿題が　そっと見ている　夏野菜 まろんママ

1996 唐揚げに　トマトを添える　小さな手 まろんママ

1997 握る手の　シワを潤す　孫の汗 あーちゃん

1998 手に持たす　孫の好物　巣立ちの日 あーちゃん

1999 朝顔や　数のお稽古　二つ三つ けろね

2000 朝顔の　絵日記今日も　同じこと けろね

2001 畳の間　すやすやガオー　残暑かな けろね

2002 猛暑日や　オムツカバーに　細い髪 けろね

2003 嬰児の　素足大地を　つぶしけり けろね

2004 令和初　孫の一歩に　初夏の風 ピコタン

2005 孫を背に　母の手引くや　秋日和 チュン子すずめ

2006 食育の　バアバは孫と　食むピーマン チュン子すずめ

2007 引いた手に　ひかれて孫と　桜道 チュン子すずめ

2008 抱き上げた　孫の背高く　入道雲 チュン子すずめ

2009 肩叩き　終えて秋空　孫を抱く チュン子すずめ

2010 かき氷　食べていないと　赤い舌 拓ちゃん

2011 いそいそと　初孫連れて　蛍狩り 拓ちゃん

2012 大輪の　花を見上げる　爺と孫 拓ちゃん

2013 ポイを手に　孫と競う　ジイ本気 拓ちゃん

2014 ポイを持つ　孫の浴衣は　金魚柄 拓ちゃん

2015 ばばと孫　花火映える目　照らす顔 ツチフマズ

2016 初浴衣　老いの手にぎる　肝試し ツチフマズ

2017 秋夜長　孫に教わる　スマホ技 ツチフマズ

2018 癌再発  入道雲と孫眩し 朝顔

2019 台風の　ごとき孫めら　寂残し 後片付け

2020 来夏へと　大音量の　発車ベル 新屋洋子

2021 発車ベル　孫の声連れ　夏結ぶ 新屋洋子

2022 ゆく夏に　大音量の　発車ベル 新屋洋子

2023 発車ベル　孫の声連れ　結ぶ夏 新屋洋子

2024 ふらここや　ゴツゴツの背を　孫が押す 浜ぶどう

2025 向日葵を　見上げひと言　｢待つてろよ｣ 浜ぶどう

2026 カブト虫　見てゐるカブト虫になつて 浜ぶどう

2027 投げ上げる　乳歯の先の　天の川 浜ぶどう

2028 夕立は　友だちらしい　三輪車 浜ぶどう

2029 オムライス　孫につくれる　夏休み にんじん

2030 星月夜　手がふたつ増えて　つかまえた！ 村崎香

2031 夏祭り　[お邪魔します]と　孫二歳 静香

2032 初めての　サイダーへ子が　しかめ面 佐千

2033 夏座敷　這う孫速し　オムツ替え 佐千

2034 児のあせも　嫁に遠慮の　知恵袋 佐千



育じい 育ばあ 「俳句」投句作品一覧

名前またはペンネーム
応募№ ■俳句作品

2035 運動会　祖母のおにぎり　第一位 ちゃったマン

2036 鯉のぼり　何れ劣らぬ　孫自慢 ちゃったマン

2037 餅つきや　ここが出番と　古稀の父 ちゃったマン

2038 蚊帳簾　団扇打ち水　祖母の知恵 ちゃったマン

2039 お約束　祖父がばば引く　初笑 ちゃったマン

2040 蝉しぐれ　酒酌み交わ　まで5年 弥次郎兵衛

2041 クチナシや　若い保母から　オジイチャン 弥次郎兵衛

2042 競い馬　はしゃぐ孫乗せ　腰痛め 弥次郎兵衛

2043 アラフォーの　初孫できた　古希の日に おだやか爺

2044 孫なじむ　母の味よ り　ババの味 おだやか爺

2045 電チャリが　板についたよ　孫送迎 おだやか爺

2046 小6に　なると爺じ　風呂は別 おだやか爺
2047 婆ちゃんも　食べたよ同じ　ビスケット おだやか爺
2048 孫帰り　ヒグラシやけに　鳴きやがる ちよっちゃん

2049 風吹けば　膝から香る　天花粉 ちよっちゃん

2050 育ばあの　スイッチ入れし　ラムネ瓶 ちよっちゃん

2051 菖蒲湯に　ともに浮かべし　孫の愛 ちよっちゃん

2052 育ばあや　入道雲の　おせっかい ちよっちゃん

2053 孫の持つ　手花火継いで　好々爺 桃太郎

2054 お星さま　取ってとねだる　爺の肩 桃太郎

2055 星まつり　空に子の夢　爺の夢 桃太郎

2056 ママですか　問われる夢見た　熱帯夜 宮のふみ

2057 汗拭ひ　孫追うための　スニーカー 宮のふみ

2058 背負う孫　背にぴったりと　夏の月 宮のふみ

2059 孫の手を　百円で借る　土用灸 風見鶏

2060 孫背負ふ　甘き吐息や　蛍舞ふ 風見鶏

2061 読み聞かせ　手枕ずしり　孫午睡 風見鶏

2062 厳しさも　見つめられると　緩む頬 風見鶏

2063 運動会　重なり走る　孫と子が 風見鶏

2064 遺伝子の　瓜真っ二つ　昼寝顔 風見鶏

2065 サンダルの　ピッピと鳴りて　夏の空 にじのいろ

2066 天の川  孫と探して  ゐる夕べ にじのいろ

2067 梅雨明けて  ババ友集う  滑り台 にじのいろ

2068 一心に  城を作りし  夏帽子 にじのいろ

2069 打ち水や  すかさず孫は  水遊び にじのいろ

2070 壁に孫の　落書きうすまる夏よ 佐藤　可奈子

2071 壁に孫の　落書うすれる夏よ 佐藤　可奈子

2072 壁に孫の　落書きうすまる夏と 佐藤　可奈子

2073 壁に孫の　落書きうすれる夏と 佐藤　可奈子

2074 春昼や　孫が尋ねる　令和の報 安田　由紀夫

2075 「ババがいい」　気まずく婿と　夏露天 ひだまりのねこ

2076 夏ライブ　孫との計画　胸弾む ひだまりのねこ

2077 ウキウキで　夏祭り育　じいばあば カリフラワー

2078 麦わらが　しゃがんで遊ぶ　夏の海 カゴメ

2079 夏座敷　寝かしつけてる　爺が寝る モト

2080 もう一度　孫と一緒に　育てられ なえ

2081 おばあちゃん 笑顔を引き出す 魔法の言葉 なえ

2082 手を繋ぐ　引いてもらうの　私かな なえ

2083 なつかしい　掛けてもらった　あの言葉 なえ

2084 春の宵　パンチを喰らう　しわの顔 佐藤　哲夫

2085 ピアノより　先手先手と　歌う春 佐藤　哲夫

2086 太鼓打つ　よそ行き顔や　風光る 佐藤　哲夫

2087 春浅し　園近づくや　へばりつく 佐藤　哲夫

2088 永き日や　ブランコ砂場　滑り台 佐藤　哲夫

2089 好物の　スイカ頬張る　熱は九度 佐藤　哲夫

2090 春うらら　拳柔らかき　アンパンチ 佐藤　哲夫

2091 花の下　おむつ果てたる　ふくら尻 佐藤　哲夫

2092 セミが鳴く　振り抜く剣や　ママ恋し 佐藤　哲夫

2093 草の香や　笑顔の親子　初遊戯 佐藤　哲夫

2094 離乳食　じじの減塩食より　作りがい たんぽぽ

2095 じじは無視　孫にメロメロ　ばばの恋 たんぽぽ

2096 じじとばば　孫の子守りで　若返る たんぽぽ

2097 梅雨入りだ　ばばプレゼント　孫へ傘 たんぽぽ

2098 雨降れば　傘持ち外へと　孫せがむ たんぽぽ

2099 そろり起き　カブト虫待つ　森行く爺 ともたん

2100 お年玉　まさるばぁばの　おせちかな ともたん

2101 梅雨の間の　虹にかざす手　登園時 ともたん

2102 網戸越し　川の字羨み　舞うホタル ともたん

2103 蚊帳を張り　孫と川の字　来るな朝 ともたん

2104 寝つかれぬ　ばあばの背なや　星月夜 今宮　嘉子

2105 .パパママ映画   孫のめんどう  じじとばば たんぽぽ

2106 いただきます  もみじのような  かわいい手 たんぽぽ

2107 孫の手で　じじの背中を　孫が掻く たんぽぽ

2108 傘はまだ　うまくさせなく　ずぶぬれに たんぽぽ

2109 新緑や　ユーチューバーへ　孫の夢　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　辻　貴希

2110 風鈴と　仲良く揺れる　孫の鶴　　　　　　　　　　　　　　　　　　　辻　貴希

2111 補助輪を　外し蜻蛉へ　自慢顔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　辻　貴希

2112 桜桃や　孫にも負ける　種飛ばし　　　　　　　　　　　 辻　貴希

2113 梅天や　お弾きに飽く　箸運び 辻　貴希

2114 梅霖や　絵本三冊　スカイプに とんぼ

2115 指折りて　孫とたのしや　獺祭忌 佐瀬　隆義

2116 おばあちゃん　麦わら帽子の　参観日 佐瀬　隆義

2117 祖父祖母に　何となく似て　豆の花 佐瀬　隆義

2118 天才は　隔世遺伝と　じじの汗 富成　千里

2119 育ばあは　張り切り過ぎて　秋さびし 富成　千里

2120 ひまわりも　首振り見守る　孫育て 富成　千里

2121 まごまごと　孫に手こずる　熱帯夜 富成　千里

2122 孫育て　じじばば急に　夏の風 富成　千里

2123 百日紅　孫が手を引く　朝の道 糸トンボ

2124 『もっとして』　孫はかわいい　鬼コーチ そうちゃんばあば

2125 粉ミルク　作り方の　字が小さい！ そうちゃんばあば

2126 噂には　聞いていたけど　孫愛し そうちゃんばあば

2127 いとおかし　孫の小さなて手　紅葉 そうちゃんばあば

2128 我が孫が　こんなにかわいい　どうしよう そうちゃんばあば

2129 孫育て　口やかましくなる　夏休み 白晃

2130 育じいを　リストラしてよ　夏休み 華美翔

2131 夏座敷　手ほどき受けて　沐浴す けろね

2132 初雪や　慣れた手つきで　オムツ替え けろね

2133 頼られて　元気百倍　小春かな けろね

2134 歯磨きの　仕上げはじいじ　冬の夜 けろね

2135 呼び鈴に　殺気を感じる　夏休み 守ウ賞

2136 春着の児　頭を垂れて　願い事 井上　信子

2137 初春や　育児の妙技　バトンパス 井上　信子

2138 来春は　いよいよですね　おじいちゃん あべっち

2139 来年も　孫と五人で　除夜の鐘 あべっち

2140 古いこと　ジイジに聞けと　敬老の日 あべっち

2141 負けそうだ　孫に元気を　もらう夏 あべっち

2142 連れてって　孫に五輪を　ねだる夏 あべっち

2143 預ずかりし　孫と見上げる　夏木立 梅木　みづ代

2144 じいじ似の　孫抱き歌う　水芭蕉 梅木　みづ代

2145 流れ星　じいじはここと　胸押さえ 梅木　みづ代

2146 熱帯夜　眠らぬ孫に　鬼くるよ！ 梅木　みづ代

2147 片言の　じいじ大好き　ソーダ水　 梅木　みづ代

2148 園服に飛沫　風鈴涼し　雨上がり ファニー

2149 春昼や 孫の寝息は 腹の上 糸トンボ

2150 孫よりも　大きくならぬ　石鹸玉 風鱗

2151 この金魚　いつ食べるかと　孫は聞き 風鱗

2152 孫帰省　病院抜け出し　逢いに行く 赤松　桔梗

2153 薫風や　子孫とファミリー　コンサート 赤松　桔梗

2154 薫風や　薬は孫と　同じ名よ 赤松　桔梗

2155 花歌う　孫の伴奏　息合って              赤松　桔梗

2156 こどもの日　背丈は疾うに　大逆転 赤松　桔梗

2157 キッチンに　大きな西瓜　孫が来る 咲子

2158 爺のえだ豆お相伴　ママを待つ 咲子

2159 爺に抱きつき　目と耳塞ぐ　花火かな 咲子

2160 ｢あちいなぁー｣　老人会に　かたる孫 咲子

2161 御来迎　育じい初の　オムツ替え 咲子

2162 保育器見る　目優し片手に　鯉のぼり　　　 てつてつ

2163 病室で　付き添う窓には　天の川 てつてつ

2164 孫ガード！　蚊から雨から　暑さから てつてつ

2165 病室の　あの子に届け　夏の風 てつてつ

2166 秋の朝　孫の呼吸器　ひゅうと鳴り てつてつ

2167 青東風に　癒され孫と　昼寝する 団滋

2168 昼下がり　孫と折り紙　帰り梅雨 団滋

2169 夕焼けが　ベビーカー押す　田舎道 団滋

2170 行水を　孫と愉しみ　汗をかく 団滋

2171 夏祭り　諭吉は孫の　欲に消え 団滋

2172 孫の経　競う相手に　蝉の声 紫ょん

2173 杖よりも　孫の手ねだる　祖父猛暑 紫ょん

2174 墓参り　孫蚊を打ちて 合掌す 紫ょん

2175 祖母指導　箸の持ち方　汗の孫 とりびあの

2176 盂蘭盆会　孫のお経は　おのまとぺ とりびあの

2177 猛暑日や　孫から貰う　飲料水 とりびあの

2178 運動会　スマホデビューし　共有し てつてつ

2179 婆の知恵　蚊帳吊り守る　孫の肌 てつてつ

2180 「オムツ、逆！」　子にたしなめられる　盆休み てつてつ

2181 秋冷の　穏やかな息　眠る孫 てつてつ

2182 ツンデレの　孫見る目優し　夏休み　　 てつてつ

2183 迎え火や　怖がる孫を　抱き跨ぐ サケノミ・クス

2184 茄子胡瓜　孫に選ばし　精霊馬 サケノミ・クス

2185 南無南無と　呪文唱える　盆の孫 サケノミ・クス

2186 孫三歳　キス釣れ　こっちも　大興奮 佐藤可奈子

2187 孫三歳　キス釣れ　みんな大興奮 佐藤可奈子

2188 孫たちに　宇宙を語る　星月夜 鶴の長命

2189 爺の夢　託し特訓　夏休み 鶴の長命

2190 孫たちと　将棋指してる　夏休み 鶴の長命

2191 楽しみは　そだねー孫来る　夏休み　 鶴の長命

2192 春の風　そよぐうぶ着の　いじらしき 野林　茂明

2193 ほほ弛む　スマホ動画よ　初夏の孫 野林　茂明

2194 ４ビート　赤子起こすな　音落とす 野林　茂明

2195 孫の眠り　スイング控えろ　CD音 野林　茂明

2196 初孫や　揺れる産着よ　山笑う 野林　茂明

2197 炎天下　抱っこせがまれ　とけるじぃ なお

2198 ウィーよりも　覚えやすいな　スイッチは シャケ子

2199 お馬さん　孫を背に乗せ　命がけ シャケ子

2200 オムツ替え　老眼だから　ヘッチャラさ シャケ子

2201 見つけたり　孫の笑顔が　宝物 シャケ子

2202 赤とんぼ　追う孫の背中　追う翁 くろくま

2203 夏休み　孫疲れの果て　秋休み くろくま

2204 太陽に　微笑みかえす　うちのひまわり くろくま

2205 その笑顔　明日も会えるよ　天の川 くろくま

2206 寂しさに　寄り添い眺める　秋桜の朝　 くろくま

2207 襖にも　孫の落書き　五月晴れ 佐藤　俊計

2208 じいちゃんの　筋肉痛や　星今宵 Akiki

2209 初孫の　泣けば爺婆　初笑ひ Akiki

2210 ちやぶ台に　箸とりどりや　今年米 Akiki

2211 じじばばが　手ぐすね引いてる　夏休み 静かな日曜

2212 夏休み　子には勉強　孫遊べ あっきー

2213 「ただいま」を　孫と重ねて　大夕焼 Akiki

2214 ばあさんの　編む手袋の　小さきこと Akiki

2215 雑踏や　先行く孫の　夏祭り 安田　由紀夫

2216 天の川　初恋しのぐ　孫の顔 嶋崎　義和

2217 夏休み　年金積んで　孫と旅 嶋崎　義和

2218 孫相手　生傷絶えぬ　夏休み 嶋崎　義和

2219 風邪もらい　孫と二人で　寒い夏 嶋崎　義和

2220 じいの笛　聴くんだ孫よ　昼寝前 嶋崎　義和

2221 大好きな　水ようかんを　孫と食べ 嶋崎　義和

2222 いいトマト　手間暇かける　孫のため 嶋崎　義和

2223 夏の朝　孫と体操　共に行く 嶋崎　義和

2224 朝顔の　観察日記　じじつける ひでじい

2225 夏の朝　ラジオ体操　ともにする ひでじい

2226 破顔した　台風来襲　破顔する ひでじい

2227 これなあに　新緑の庭　ぼけ防止 ひでじい

2228 孫浸かり　西瓜も浸かる　たらい桶 ひでじい

2229 夏休み　脳も体も　活性化 働き蜂ちえちゃん

2230 来る度に　成長してます　夏休み 働き蜂ちえちゃん

2231 蝉の声　孫の声には　陰潜め　 働き蜂ちえちゃん

2232 ハイカラじゃ　ラジオ体操　ダンス調 お酢

2233 孫マゴン　むさぼる西瓜　タネは育 寒天吉

2234 姥車　その名の如く　押せか蝉 寒天吉
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2235 二世代の　鳥獣戯画に　孫自生 寒天吉

2236 口移し　禁止約束　うだる夏 寒天吉

2237 はたた神　おやと親おや　子に意見 寒天吉

2238 孫連れて　江戸川乱歩　道をしへ 寒天吉

2239 おんぶより　ダッコがいい夏　ダッコちゃん 寒天吉

2240 インスタは　綺麗なハエか　孫に問ふ タナカマーチャン

2241 インスタは　綺麗なハエか　孫に問ひ タナカマーチャン

2242 インスタは　綺麗なハエか　孫の問ひ タナカマーチャン

2243 草茂る　家庭菜園　蚊に注意 嶋崎　義和

2244 扇風機　前で声出す　皆同じ 嶋崎　義和

2245 どくだみを　煎じて飲ます　孫の顔 嶋崎　義和

2246 蚊帳の波　泳ぐ孫たち　我もまた 嶋崎　義和

2247 ちょうちんと　ほうずきの意味　わからない 嶋崎　義和

2248 色付いた　トマトの赤が　孫を待つ クレソン

2249 目覚めたら　アイスがあるよ　昼寝して クレソン

2250 夏休み　洗って待ってる　金魚ばち クレソン

2251 じいじとも　つないでお手手　夏祭り クレソン

2252 ばあばでも　いいよ来てねと　参観日 クレソン

2253 盆休み　さよならまたね　ハイタッチ クレソン

2254 ランドセル　孫に言わせる　ほしいもの クレソン

2255 軒下の　巣立つつばめに　孫想う クレソン

2256 孫寝顔　見とれ寝不足　春の宵 錦戸　律子

2257 青蛙　ままごと遊びに　お客様 錦戸　律子

2258 夏座布団　句作に睦む　育じい婆 錦戸　律子

2259 七夕や　じいじだいすき　ラブレター 錦戸　律子

2260 ランドセル　ふりむき手ふる　春旭 錦戸　律子

2261 熱帯夜　眠った孫の　格闘技 錦戸　律子

2262 祭りの音　トントン孫の　肩たたき 錦戸　律子

2263 かくれつつ　輝く瞳に　コマ花火 錦戸　正

2264 保育園　送り迎えの　春日和 錦戸　正

2265 炎天や　笑顔はじける　霧ミスト 錦戸　正

2266 つなぐ手に　心かよわす　夏祭り 錦戸　正

2267 手花火や　爺じも使ふ　赤ちゃん語 恵

2268 裸子を　追ひかけまはす　ぢぢとばば 和田こうせつ

2269 孫の手を　つなぎ茅の和　くぐりけり 利光　君枝

2270 網戸だし　帰つたよてふ　孫の声 利光　君枝

2271 ブランコに　爺孫婆の　案山子のせ の

2272 婆ば来て　かまきり捕って　じじじゃない の

2273 行水で　嫁入り前と　言う中二 の

2274 日暮れ時　浴衣の孫と　田んぼ道 の

2275 朝顔が　孫遊ばせて　午後垂れる の

2276 やっと寝た　婆のうちわが　旋律（メロディ）で の

2277 熱帯夜　孫の体温　添い寝かな の

2278 寝息たて　情緒も育つ　鈴虫か の

2279 夏影の　壁にあらわる　サファリ建ち ＲＵＲＵ

2280 リズムのる　弾む音符に　夏の汗 ＲＵＲＵ

2281 息つめて　寝返り見守る　夕涼み 江藤　真弓

2282 ばばにこり　やっと寝たよと　新茶飲む 後藤　光弘

2283 初めての　ジイバア月夜　ぐっすりと 後藤　光弘

2284 おむつ替え　にこっと笑顔　じじ安堵 後藤　光弘

2285 だっこして　涙の先に　アリの列 後藤　光弘

2286 おむつ替え　やっと出来たよ　若葉じじ 後藤　光弘

2287 疲れたね　じいじばあばの　夏の夜 後藤　光弘

2288 ベビーカー　日陰にひっそり　夏椿 後藤　光弘

2289 待ち受けに　揃ひの浴衣　爺と孫 櫻井さくら

2290 指さして　ばあばと言えた　夏の空 櫻井さくら

2291 よーいどん　孫にぬかるる　青嵐 櫻井さくら

2292 のんびりは　ばあばに似たの　かたつむり 櫻井さくら

2293 ホタル見の　そばたつ孫の　背の高さ 豊の船

2294 抱っこして　バス待つ祖母に　蝉しぐれ 現空聞三（いまからきくぞう）

2295 秋灯し　孫にも伝えし　ことわざや 福井　康博

2296 待宵や　孫と炊事す　母残業 福井　康博

2297 自治会に　赤子も集い　春うらら 益田　雪栄

2298 孫叱る　息子に怒る　じいの夏 久富　豊治

2299 爺婆に　選び抜かれた　ランドセル 久富　豊治

2300 孫走る　後追うばあの　海水着 久富　豊治

2301 教えたり　教えられたり　孫卒園 久富　豊治

2302 孫乗せて　爺の軽トラ　西瓜狩り 久富　豊治

2303 すいか割り　孫の笑見たさ　位置ずらす 佐藤　友香

2304 孫笑う　神経衰弱　西瓜割り 上田　由美

2305 金魚だよ　地図の赤色　日本指す 橋本　久美子

2306 流れ星　平和よ平和　祈る未来 橋本　久美子

2307 夏の夜空　虹を書くんだ　クレヨンで 橋本　久美子

2308 初孫や　令和の夢を　県職に 英　俊吾

2309 かえる跳び　令和に背負う　県職に 英　俊吾

2310 せみしぐれ　初孫問うや　雨の音 野崎　富美子

2311 ママがいい　泣きつつ食べる　さくらんぼ 首藤　玲子

2312 三輪車　振り向く顔に　汗ひかる 首藤　玲子

2313 熱帯夜　ナツメロ聞かせ　子守唄 金丸　やよひ

2314 七夕に　届いた笑顔　世界一 金丸　やよひ

2315 抱きあげた　腰の痛みに　汗の玉 金丸　やよひ

2316 陰隠れ　指揮する孫の　年長の秋桜 キャッシー

2317 初めての　孫抱く漢　五月晴れ 藤井　律子

2318 懸命に　這い回る稚児　汁光る 藤井　律子

2319 二歩歩き　振り向く稚児や　スイートピー 藤井　律子

2320 初詣　孫踊りだす　笛太鼓 藤井　律子

2321 孫送る　空港道路　花盛り 坂本　洋子

2322 あまあまの　じいの雪　孫ビビル タマ子

2323 孫とおし　子にも教える　親の道 タマ子

2324 泣く孫も　ばあの抱っこに　顔ゆるむ タマ子

2325 紫陽花の　かざす孫の手　熱の花 ひだまり

2326 孫の熱　夏の嵐の　ごとくなり ひだまり

2327 夏の雨　そっと手を出す　孫の笑み ひだまり

2328 食通の　孫いて料理の　腕アップ モコ

2329 梅雨の朝　じいじい惚けで　孫元気 立部　肇

2330 孫の手　借りることすら　梅雨の空 立部　肇

2331 梅雨明けて　孫の顔見て　ラフ直る 立部　肇

2332 初夏の朝　惚けじゃないよと　叫ぶ孫 立部　肇

2333 梅雨の朝　認知病の朝　孫の朝 立部　肇

2334 夏が来た　蝉取る子供　孫の顔 立部　肇

2335 ボール蹴り　爺より強し　芋嵐 大井一水

2336 亀鳴くや　碁盤の前の　孫の顔 大井一水

2337 夏負けを　させない孫と　相撲とる 大井一水

2338 ひまわりを　見ると感じる　父母の愛 嶋崎　義和

2339 青芝に　初孫映える　インスタに 嶋崎　義和

2340 夏祭り　石鹸おろし　孫を待つ 黄金虫

2341 ずつしりと　背の産毛の　濃き裸 斎乃雪

2342 青田風　腕揺らせば　孫眠る 神　慶子

2343 浴衣着て　じいじ似の孫　見得を切る 神　慶子

2344 日記果つ　負んぶがええと　言えやせず 新屋洋子

2345 そぞろ寒　おんぶがええと　言えやせず 新屋洋子

2346 霜月や　負んぶがええと　言えやせず 新屋洋子

2347 綿毛吹き　じいの頭と　指をさす あっきー

2348 赤子抱く　娘(こ)の口にやる 切西瓜 風鈴や

2349 乳をやる 娘の口にやる 西瓜 風鈴や

2350 次はいつ　会えると思ふ　秋さびし ペースかめ

2351 散歩して　孫の朝顔　水あげて ペースかめ

2352 忖度し　孫に勝たせる　甲虫 ペースかめ

2353 もみじの手　もみじを拾う　もみじ狩り ペースかめ

2354 渋柿も　渋さが抜ける　子の笑顔 ペースかめ

2355 よちよちに　合わせて手を引く　青田道 けろね

2356 肩車　しては祭りの　爺となり けろね

2357 孫投げた　夏の工作　爺仕上げ けろね

2358 秋霖（しゅうりん)や　かちかち山の　話など けろね

2359 合格を　夢見て絵馬に　孫の名を けろね

2360 空蝉の　幼な影なく　介護され 昔の若者

2361 初浴衣　ママに内緒の　モダン焼き まねき猫

2362 ヒーローに　止めを刺され　秋日和 まねき猫

2363 肩ぐるま　王様気取り　孫の顔 孫守りジ―ニアス

2364 抱っこヒモ　孫の寝顔に　チューをする 孫守りジ―ニアス

2365 おんぶして　歌や踊りの　孫寝かせ 孫守りジ―ニアス

2366 遊園地　孫より生き生き　爺の顔 孫守りジ―ニアス

2367 読み聞かせ　役者気分　声変わり 孫守りジ―ニアス

2368 孫守りは　細心注意　鷹の目で 孫守りジ―ニアス

2369 かるた取り　爺がいもなく　孫泣かす 孫守りジ―ニアス

2370 苦労して　寝かせた孫に　蝉の声 孫守りジ―ニアス

2371 ままごとや　人形遊び　爺苦手 孫守りジ―ニアス

2372 俺ん家が　ぼくんちになり　入学す テクノボー

2373 海水着　孫とまさぐる　みかん箱 テクノボー

2374 歯の抜けた　孫と並んで　西瓜食う テクノボー

2375 蝉しぐれ　添い寝の跡の　ジイの顔 豊夢

2376 蝉しぐれ　寝跡のついた　ジイと孫 豊夢

2377 蝉しぐれ　遊び疲れた　孫とジイ 豊夢

2378 蝉しぐれ　首を傾げる　孫とジイ 豊夢

2379 蝉しぐれ　空を見上げる　孫とジイ 豊夢

2380 蝉しぐれ　成長祝う　宮参り 豊夢

2381 お食い初め　成長祝う　蝉しぐれ 豊夢

2382 蝉しぐれ　もっと高くと　せがむ孫 豊夢

2383 蝉しぐれ　掴もうとする　紅葉の手 豊夢

2384 扇風機　一緒に首振る　孫を抱く 豊夢

2385 扇風機　一緒に首振る　孫とジイ 豊夢

2386 扇風機　そよ風祝う　お食い初め 豊夢

2387 扇風機　やさしく孫抱く　お食い初め 豊夢

2388 扇風機　祝って回る　宮参り 豊夢

2389 夏の夕　疲れた孫の　寝るバギー 豊夢

2390 夏の夕　遊び疲れて　寝るじいじ 豊夢

2391 夏の夕　孫と遊んで　待つ夕餉 豊夢

2392 夏の夕　じいの手握る　帰る孫 豊夢

2393 夏の夕　孫と傘さす　散歩道 豊夢

2394 妖精の　棲む風鈴を　吊るしけり 浜ぶどう

2395 水を打つ　皺皺の手に　もみぢの手 浜ぶどう

2396 大夕焼　おとうと欲しや　兄欲しや 浜ぶどう

2397 お尻振る　孫は金魚に　なつてをり 浜ぶどう

2398 月涼し　孫一人増え　四人増え 浜ぶどう

2399 孫待ちに　空前絶後　うなぎ食べ 新屋洋子

2400 孫待ちに　空前絶後の　鰻食べ 新屋洋子

2401 遠雷か　夜半の目覚め　孫夜泣き ペンネーム：ころん
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2402 もう今春　あっという間の　入園式 ペンネーム：ころん

2403 兜飾り　どうしたものか　初節句 ペンネーム：ころん

2404 霜の朝　電話怖がる　孫のばば ペンネーム：ころん

2405 挨拶済　超境OK　鯉のぼり ペンネーム：ころん

2406 日雷に　驚く孫の　おむつ換え 茶村

2407 アメリカの　孫待つ飛行機　夏の月 よっさん

2408 自分より　日傘は孫の　まわり舞う よっさん

2409 アメリカに　蚊帳を送ると　ごねる婆 よっさん

2410 孫甚平　金魚が涼し　夕まずめ よっさん

2411 打ち水に　床机甚平　孫花火 よっさん

2412 じじばばの　ちょっと疲れる　日の永さ 余生

2413 春意立つ　孫の行く末　思い合う 余生

2414 新緑の　あふれて孫の　育つ日日 余生

2415 じじばばの　命の救い　孫節句 余生

2416 お～いおい　孫追い駆ける　遅日かな 余生

2417 昼寝する　孫へと団扇　あおぐじじ 悦

2418 綿毛吹き　じいの頭と　孫笑う あっきー

2419 散歩する　孫のお供や　青田風 下田　明美

2420 断れぬ　ままごとの客　蝉しぐれ 下田　明美

2421 ただやさし　ばばであれと　子七変化 下田　明美

2422 里帰り　孫と夜更かし　熱帯夜 上の空

2423 流れ星　あっという間の　里帰り　 上の空

2424 祖母ちゃんが　孫ひとり占め　夏休み 上の空

2425 ばば淋し　部活部活の　夏休 レイちゃん

2426 種出しな　並ぶ縁側　雲白し レイちゃん

2427 種飛ばし　並ぶ縁側　夏休 レイちゃん

2428 花火買い　あれやこれやと　帰省待つ レイちゃん

2429 口出さぬ　我慢我慢や　じじ団扇 レイちゃん

2430 梅を干す　染まりし指に 孫笑う どんづる坊

2431 イチゴ狩り チャイルドシートの 夢の中 どんづる坊

2432 入園式　オーバーサイズの　すまし顔 どんづる坊

2433 梅雨入りに　先ゆく孫の　ドット柄 どんづる坊

2434 桜花　落ちたる先は　孫の靴 どんづる坊

2435 秋の朝　孫がジャンプで　腹の上 清水風流

2436 秋の湖　孫をオンブし　帰る道 清水風流

2437 初めての雀　孫の目　丸くなる 清水風流

2438 風呂入り　ジージ糸瓜で　孫洗い 清水風流

2439 鈴虫の　鳴き声孫と　ニッコリし 清水風流

2440 アシドーシスの孫　わが背越える夏 こまめ

2441 孫の傘　紫陽花葉にいる　蝸牛 スマイル三太郎

2442 だあいすき　ばあばはもっと　だいすきよ ひかりんこ

2443 しまいばしょ みっつのまごに たくします ひかりんこ

2444 春一番　初孫育ジイ　大欠伸　 減点パパ

2445 うたた寝し　孫の聖水　浴びる夏 減点パパ

2446 いつの間にか　忖度されて　育ジイへ 減点パパ

2447 入園式　育ジイとババ　初参加 減点パパ

2448 孫の掌を　そっと開いて　知る未来 減点パパ

2449 成長を　節分豆で　感じる背 時のアオ

2450 腕ずもう　本気で負けて　大夕焼け 時のアオ

2451 向日葵を　超えシーソーの　笑い声 時のアオ

2452 寒き夜は　湯たんぽみたく　孫を抱き 伐株

2453 他の父に　負けるな育じぃ　親子リレー 伐株

2454 孫活と　呼んで虫捕り　裏山へ　 伐株

2455 大の字が　大小並び　昼寝する 伐株

2456 我儘も　ただただ愛し　春の道 春風

2457 梅雨晴れや　幼子と虹　探しけり 春風

2458 そわそわと　庭のトマトも　孫を待つ 春風

2459 冷麦を　三束増やし　孫を待つ 花がえる

2460 我が家では　食べぬゼリーを　冷やす午後 花がえる

2461 七夕や　星に願うは　孫よ来い 花がえる

2462 おでんの具　インスタ映えを　意識する 花がえる

2463 ばあちゃんは　タピオカよりも　水羊羹 花がえる

2464 息子に負けられぬ　孫への年玉 シオン

2465 孫入学　補助輪外し　荷台押す シオン

2466 浴衣着て　孫と買い物　年金日 光元気

2467 出不精も　孫の手を引き　夏祭り　 光元気

2468 そうめんに　孫と爺とが　舌鼓 光元気

2469 カブトムシ　見つけ興奮　孫と爺 光元気

2470 肩車 クワガタとれた じいの上 あっきー

2471 夏が過ぎ　今度いつ来る　お爺ちゃん 働き蜂ちえちゃん

2472 春が来て　幸せの貰う　孫の顔 働き蜂ちえちゃん

2473 泣きじゃくる　何が不満か　梅雨の雨　 働き蜂ちえちゃん

2474 二世帯の　空に三匹　鯉のぼり Akiki

2475 爺照らす　孫の線香　花火かな Akiki

2476 福笑ひ　爺に似たると　孫笑ふ Akiki

2477 遠雷や　答案まづは　爺に見せ Akiki

2478 輪唱を　孫のダメ出す　菖蒲の湯 Akiki

2479 天井に　星を鏤めたる野宿 小田慶喜

2480 大飯を　喰ふ稲雀が店子 小田慶喜

2481 擦れ違ふ　スマホ歩きの　登山道 小田慶喜

2482 蟲のこゑ　指揮は征爾に　頼みたく 小田慶喜

2483 名月を　載せ丼を　かき込みぬ 小田慶喜

2484 孫に見る　吾子の面影　若葉風 海老名吟

2485 去年より　小さくなりし　夏帽子 海老名吟

2486 福耳は　隔世遺伝　水中花 海老名吟

2487 ソーダ水　孫の喃語を　解読す 海老名吟

2488 孫の目が　点ばあば鳴らす　鬼灯 安田　由紀夫

2489 ひまわりの　たくましさ取り　ひまりの名 嶋崎　美智子　

2490 はじめての　冷たい氷　慣れたかな 嶋崎　美智子　

2491 蚊帳の中　森に見立てて　はしゃぐ孫 嶋崎　美智子　

2492 ブルベリー　たわわに実り　孫を呼ぶ 嶋崎　美智子　

2493 熱き夏　蚊との闘い　孫守る 嶋崎　美智子　

2494 じじの笛　聴くんだ　昼寝前 嶋崎　美智子　

2495 梅干しを　ドリンクにして　孫飲ます 嶋崎　美智子　

2496 秋の蝶　こんな都会に　孫と追う 嶋崎　美智子　

2497 夏の夕　二十三夜で　孫だっこ 嶋崎　美智子　

2498 緑陰に　しばしまどろむ　初孫と 嶋崎　美智子　

2499 カレンダー　孫の字増える　夏休み ヒメ父

2500 夕立や　ギュッとおさえる　孫のヘソ ヒメ父

2501 肩車　孫の重さや　大花火 ヒメ父

2502 天の川　孫と見上げる　五十肩 ヒメ父

2503 大きさを　孫と競って　オニヤンマ　 ヒメ父

2504 怪獣の　寝言が止まぬ　熱帯夜 極楽鳥

2505 夏休み　猫の尻尾を　孫が追う 極楽鳥

2506 縁側の　猫が逃げ出す　夏休み 極楽鳥

2507 冷凍庫　次来る日まで　眠る雪 田脇　愛生

2508 短冊に　てるてる坊主　孫と描(か）く 一号

2509 手を添えて　てるてる坊主　短冊に 一号

2510 メガネ取り　あったあれあれ　オリオン座孫と描(か)く 一号

2511 泣き疲れ　眠る双子や　さくらんぼ ピコタン

2512 綱引きで　親と祖父母が　競い愛 はるやす

2513 風めくる　孫のおもちゃを　買う求人 はるやす

2514 孫自慢　溢れ会合　熱帯夜 はるやす

2515 セミを追う　孫追うじいの　背が伸びる はるやす

2516 星月夜　親子の確執　孫が解き はるやす

2517 ラジオ体操　孫と並んで　老人会 さびしんぼ

2518 寄って来る　笑顔の孫に　玉の汗 西村　慶治

2519 孫同居　永遠に幸あれ　蝉しぐれ 西村　慶治

2520 孫泣くは　この世の終わりか　たまゆらか 西村　慶治

2521 ゆかた着る 孫の背伸びて に(縫)あげ解く  あみばあば

2522 夏の夜　孫応援の トリニータ あみばあば

2523 夏休み　帰るコールに　じい浮かれ あみばあば

2524 群衆に　孫を見つける　夏帽子 山茶花

2525 ふり向けば　眩しき孫の　水着かな 山茶花

2526 うちわ風　送るる孫は　受験生 山茶花

2527 夏祭り　孫は絶賛　祖父破産 ひまわり

2528 夏休み　私も欲しい　ばば休み ひまわり

2529 ひまわり畑　孫と迷路を　駆けまわる 春爺

2530 朝顔の　涼しき風で　寝かしつけ 春爺

2531 バギーから　乗りだす孫に　春の風 中年やまめ

2532 指一本　握られ仰ぐ　鯉幟 中年やまめ

2533 揚羽を追う　シャボン玉追う　孫を追う 中年やまめ

2534 ゴーヤーの　影を布団に　午睡かな 中年やまめ

2535 積乱雲　背負って孫の　仁王立ち 中年やまめ

2536 クマ蝉が　欲しいと纏わる　夏帽子 ひとり静

2537 愛称で　トカゲ呼ぶ孫の　盆休み 高田　三江子

2538 蠅叩き　孫と競いて　腕傷め やまちゃん

2539 腕白な　孫と勝負の　夏休み やまちゃん

2540 叱り過ぎ　孫が遠のく　秋の空 やまちゃん

2541 禁煙し　孫と語らう　夏休み やまちゃん

2542 爺ちゃんも　オシメ取り替え　鯉のぼり やまちゃん

2543 パパママ仕事　ジジババ苦闘　夏休み 基人

2544 秋の庭　孫の残せし　三輪車 基人

2545 孫の見る　テレビ番組　熱帯夜 基人

2546 梅雨寒や　孫と激闘　ゲームやる 基人

2547 蝉捕り法　少年の顔して語る 井上　英一

2548 浴衣着て　綿飴持った　児の寝息 井上　英一

2549 嬰児は　家の目覚ましに　なっている 井上　英一

2550 抱っこ紐　ずっしり重い　ほしづくよ 井上　英一

2551 夏の風呂　真っ赤な九九に　爺も染め あら松

2552 塾時雨　祖母のお迎え　ジャンプ傘 あら松

2553 玉蜀黍　連なる畑に　孫誘う あら松

2554 真っ黒な　寝顔に送る　うちわ風 あら松

2555 赤とんぼ　爺の簾の　絵の中に あら松

2556 運動会　孫の弁当　初挑戦 丸福

2557 孫よりも　目がランラン　海蛍 丸福

2558 紫陽花も　孫が相手の　指し将棋 丸福

2559 絵本手に うさぎ探して 月見酒 丸福

2560 夏帽買ふ　母親のその　母親も 登りびと

2561 食事終え　爺へ集まる　青葡萄 登りびと

2562 旱星　この子戦火に　巻き込まぬ mako

2563 夏帽子　令和の夏を　とらまえる mako

2564 夏蝉や　孫がだんだん　遠くなる mako

2565 孫を追い　孫を背負いて　夏の果　 ルーキー

2566 宿題を　買って出てまず　麦茶飲む ルーキー

2567 眠るため　入ったはずの　蚊帳の中　 ルーキー

2568 もみじの手　引いて引かれて　秋祭り ルーキー

2569 もう何度　あと何度かと　髪洗ふ ルーキー

2570 鈴虫が　鳴いても孫に 飽き（秋)は来ぬ ゆうゆうパパ

2571 春暖炉　頬杖の歌　アンパンマン 安部　尚子

2572 おててから　光こぼれる　蛍狩り 安部　尚子

2573 孫といふ　相棒の居て　やまべ釣 たい子

2574 豆好きの　孫と豆引く　余生かな たい子

2575 子と孫の　大の字ふたつ　夏座敷 たい子

2576 爺廻る　向日葵ゴッホの　墓夢見 カジ

2577 湯上りに　豆役者なり　天花粉 カジ

2578 所在無げ　孫去りヨット　風呂の隅 カジ

2579 敗戦忌　孫の手を引き　花を買う カジ

2580 仮初の　夢に捧げん　木守柿 カジ

2581 爺ちゃんが　孫驚かす　初サイダー 乳母車の弥七

2582 七人の　孫は手強い　盆休み 乳母車の弥七

2583 ラジ体で　孫に備えて　腰鍛え 乳母車の弥七

2584 育ばあは　黒装束で　孫散歩 乳母車の弥七

2585 心にも　茶柱立てる　孫の声 乳母車の弥七

2586 欲しいです　育じいばあも　夏休み つや姫

2587 日焼け跡　孫と一緒に　脱皮する 乳母車の弥七

2588 店先で　孫がフリーズ　氷菓子 乳母車の弥七

2589 重ね着て　もみじの手引く　遊歩道 乳母車の弥七

2590 盆踊り　孫の帯締め　見送りばあ 乳母車の弥七

2591 大家族　孫の名間違い　初笑い 乳母車の弥七

2592 孫の目は　けん玉見とれ　トンボの目 つくつく

2593 蝉しぐれ　孫はラップに　フリをつけ つくつく

2594 負け独楽の　孫の機嫌を　凧で取り カジ

2595 日向ぼこ　動かぬ爺と　隠れんぼ カジ

2596 限界の　村に花火や　孫生まる 豆風

2597 お食い初め　孫と見上げる　星月夜 豆風

2598 じいじいが　孫に教える　初神輿 乳母車の弥七

2599 じいじいが　最前列の　運動会 乳母車の弥七

2600 大集結　孫の名間違い　初笑い 乳母車の弥七
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2601 レフ構え　育じい陣取る　運動会 乳母車の弥七

2602 縁側で 孫と競争 種飛ばし 乳母車の弥七

2603 昼寝覚め　寝ぼけて孫は　ランドセル くにたろう

2604 日焼け止め　シミが怖いと　小二孫 くにたろう

2605 ネット将棋　孫やり込めて　秋深し くにたろう

2606 ドッジボール　孫と蹴りあう　夏の空 くにたろう

2607 ジジとババ　呼び名が変わる　千歳アメ 竹内　正美

2608 夕焼けや　泣き出す孫と　おじいさん 竹内　正美

2609 駄々っ子に　鬼になれない　ジジの顔 竹内　正美

2610 プールでは　自慢顔した　おじいさん 竹内　正美

2611 水辺には　河童がいると　おじいさん 竹内　正美

2612 夏雲の　白より白き　産着かな むらさき色布

2613 分けた桃　大きい方が　孫の分 むらさき色布

2614 抱くほどに孫の涼しき命かな むらさき色布

2615 爽やかや孫は喃語でよく喋り むらさき色布

2616 孫を待つ　鉄路かがやく　夏休み むらさき色布

2617 お気に入り　爺のお下がり　サングラス くにたろう

2618 靴のサイズ　孫越へたるや　夏休み くにたろう

2619 お目当ては　ババの手料理　秋彼岸 くにたろう

2620 暗唱す　孫に負けじと　歌留多取り くにたろう

2621 花は葉に　反抗もまた　自己主張 むらさき色布

2622 青梅雨や　孫にも来たか　反抗期 むらさき色布

2623 シャボン玉　手に孫という　歓喜仏 むらさき色布

2624 秋うらら　乳歯二本の　写メを撮る むらさき色布

2625 冬の夜の　孫としりとり　果てもなし むらさき色布

2626 ひとり居の　遠ひぐらしや　孫は留守 むらさき色布

2627 小鳥来る　喃語もやっと　聞きわけて むらさき色布

2628 孫と待つ　爺じが乗った　茄子の馬 むらさき色布

2629 パパママの　仲を柚子湯で　孫に聞く むらさき色布

2630 孫の笑み　わが家の梅雨を　換気する むらさき色布

2631 ゴールする　孫を連写の　運動会 乳母車の弥七

2632 バーベキュー　孫の笑顔が　調味料 乳母車の弥七

2633 秋夕焼　 じいじ見守る　逆上がり 乳母車の弥七

2634 初孫を　おぶって歩く　桜道 乳母車の弥七

2635 脱皮する　孫とおそろい　日焼け跡 乳母車の弥七

2636 春火鉢　ばあに聞き入る　物語 乳母車の弥七

2637 雪掻きの　じいの傍ら　はしゃぐ孫 乳母車の弥七

2638 支給日に　おもちゃをねだる　孫の知恵 乳母車の弥七

2639 手花火に 歓喜の孫に 笑み溢れ 乳母車の弥七

2640 支給日に 買ってばかりの 孫衣装 乳母車の弥七

2641 手花火に　歓喜の孫見て　細める目 乳母車の弥七

2642 ラジ体で　孫の汗拭く　夏の朝 乳母車の弥七

2643 支給日と 孫来る日には 二重丸 乳母車の弥七

2644 夏休み　風呂から響く　二重奏 乳母車の弥七

2645 支給日に 孫と繰り出す 玩具店 乳母車の弥七

2646 泣く孫に　飛び立つ蝉で　オムツかな 夏野菜

2647 コート何処　いないいないと　探す爺 夏野菜

2648 父と母　スイカ仕舞って　待ちわびる ヒョウタン

2649 夕焼けを　遮る父が　子と帰る ヒョウタン

2650 朝霧が　別れの時を　お見送り ヒョウタン

2651 カルピスと　氷菓を買うて　孫を待つ くったくた

2652 虫刺され　小さな足を　さする夜 くったくた

2653 すすき野や　阿蘇と久住の　対峙して 弘毅

2654 夏休み　ラジオ体操　誘う孫 やんちゃん

2655 川の字が　崩壊してる　熱帯夜 やんちゃん

2656 新しい　自転車　孫に夏の風 やんちゃん

2657 散歩道　ひまわり眩し　孫の笑み やんちゃん

2658 お下がりの　麦わら帽子　はしゃぐ孫 やんちゃん

2659 梅雨空に　元気に登校　愛し孫 まだまだ現役

2660 ばあばより　最後はやっぱり　ママがいい まだまだ現役

2661 男の子　散歩はやはり　じじまかせ まだまだ現役

2662 じじばばの　元気のもとは　孫の顔 まだまだ現役

2663 汗だくで　頑張る娘に　差し入れを まだまだ現役

2664 仏間にて　川の字になる　昼寝かな 歌仙草

2665 つばくらめ　お前の祖父母は　今どこに カジ

2666 お絵描きも　宿題も見る　春炬燵 カジ

2667 遠足の　孫の土産は　残り飴 カジ

2668 我縮み　孫は大きく　更衣 カジ

2669 相撲取り　孫投げ飛ばす　端午かな カジ

2670 蚊を狙う　祖母の視線は　ブーメラン 新屋洋子

2671 蚊を堕とす　バァバの　視線ブーメラン 新屋洋子

2672 朝顔に　蔓の導き　習う爺 ひねた猫

2673 繋ぐ手が　三毛猫の手に　変わる春 ひねた猫

2674 はやぶさに　孫を学ばせ　天ノ川 ひねた猫

2675 流れ星　背中を押そう　爺の手で ひねた猫

2676 知恵授け　ゲームは習う　秋の夜に ひねた猫

2677 育じぃの　 猛者は一日 　孫と海 ゆうゆうパパ

2678 盆休み　いつもは待つ爺　孫にカレー さきみち

2679 お揃いや　爺と浴衣で　皿洗い さきみち

2680 汗流し　婆の顔から　鬼流れ さきみち

2681 巻きや　狸のように　眠る子ら カルテット

2682 腹巻きし 狸のように 眠る孫 カルテット

2683 腹巻きや 子狸眠る 宵の口 カルテット

2684 腹巻きや 静かな寝息 子供部屋 カルテット

2685 腹巻きや 寝息乱れぬ 子供部屋 カルテット

2686 六人の　孫を数える　夏の川 まっこ

2687 宿題の　答え聞く孫　梅雨の午後 まっこ

2688 鬼の役　孫が出てけと　じい涙 あっきー

2689 孫と見る　リアルタイムの　蝉生る 春爺

2690 ステテコの　祖父を叱責　孫娘 貯虎

2691 定年後　孫に仕える　祖父の春 貯虎

2692 夏休み　生き様見せる　祖母の箸 貯虎

2693 腹巻や  狸子狸 古狸 カルテット

2694 腹巻や たぬき子ダヌキ 古狸 カルテット

2695 孫むすめ　林間学校　送り出す 春爺

2696 小６の　孫に押されて　夏の富士 春爺

2697 爺納戸　孫が喜ぶ　G難度 たかちゃん

2698 アクセルを　エクセル変換　爺の指 たかちゃん

2699 夏休み　孫より泣いた　爺と婆 たかちゃん

2700 お正月　大吉よりも　諭吉乞い たかちゃん

2701 かくれんぼ　爺婆陰で　横恋慕 たかちゃん

2702 祖父に習ひし　竹馬も　竹とんぼも かずゑ

2703 肩車の　孫は三歳　遠花火 かずゑ

2704 八十の　祖母が読み　人歌がるた かずゑ

2705 爺の　手作りふらここ　今も揺れてゐる かずゑ

2706 補虫網　立てかけてある　祖父の家 かずゑ

2707 縁台で　宿題見ながら　へぼ将棋 カジ

2708 二重唱　九九歌流れる　菖蒲風呂 カジ

2709 肩車　揃いの褌　夏祭 カジ

2710 紙の網　二人羽織で　金魚追う カジ

2711 小児科で　苺ミルクを　孫に買う 璃紗

2712 ゴールデンウィーク　我が家は　大家族 璃紗

2713 夏休み　育じい育ばあ　大忙し みやび

2714 流れ星　孫と祈った　健康を みやび

2715 宵祭り　孫の手にかたく　金魚袋 ケン　木村

2716 孫と歩く　蛍かごから　微光さす ケン　木村

2717 祭り帰り　孫にせかされ　金魚赤し ケン　木村

2718 熱帯夜　預かりし孫　泣き止まず 招き猫

2719 ひまわりと　並んだ孫が　背伸びする 招き猫

2720 夏休　疲れて眠る　爺と婆 招き猫

2721 盆休み　休めぬ爺と　婆になり 招き猫

2722 夏の風　ほのかに香る　孫の髪 招き猫

2723 春の午後　婆ちゃんお昼寝　孫起きる 働き蜂ちえちゃん

2724 春来り　買わされ喜ぶ　命名権 働き蜂ちえちゃん

2725 継いでくれ　命のような　釣竿を パパラッチ

2726 井戸水の　西瓜食うて　種飛ばし パパラッチ

2727 朝採りの　キュウリ畑で　かくれんぼ パパラッチ

2728 昼寝して　ジジ孫同じ　よだれ跡 ヨリコのおまけ

2729 孫が来る　時はいつでも　神在月 ヨリコのおまけ

2730 朝顔の　３つ開いて　孫が来る ヨリコのおまけ

2731 曲がる背　をピンと伸ばして　蝉を採る せちい

2732 ベンチにて　孫と蜻蛉と　一休み せちい

2733 懐メロで　孫を寝かせる　五月晴れ せちい

2734 肩車して　孫とみる　天の川 走吟

2735 遺伝子の　行方抱えて　星祭 走吟

2736 一歳の　孫のピアノや　星涼し 走吟

2737 栴檀の　双葉の如く　孫弾む 走吟

2738 爺婆が　孫奪い合う　雛祭 走吟

2739 背の子と　園バスを待つ　桜かな びばば

2740 孫むすめ　星空見つめ　ベガの顔 春爺

2741 土手桜　スキップ越された　犬と孫 ゆっこさん

2742 我5回　20回飛びゆく　一年生 ゆっこさん

2743 もみじの手ねずみ花火に触れたがる むらさき色布

2744 ゆく秋や　ばあの新車は　べービーカー むらさき色布

2745 読み聞かせ「もう１回」の日永かな むらさき色布

2746 爺婆は　大きなおもちゃ　小鳥来る むらさき色布

2747 春深し　孫と分け合う　離乳食 むらさき色布

2748 目貼剥ぐ　孫の手を訪ふ　陰日向 しゅうたろう

2749 「もういいよ」　たゆたう向日葵　ゆるむ頬 きくえ

2750 クワガタの　横で聞いてる　孫の夢 あまてらす

2751 孫来れば　トウモロコシと　世話を焼く あまてらす

2752 孫を追い　青息吐息　草いきれ あまてらす

2753 孫が来て　あわてて探す　海水着 あまてらす

2754 孫のため　ネットでゲット　かぶと虫 あまてらす

2755 叱りたい　だけど叱れぬ　だめじいじ ウォンバット

2756 遠雷や　孫の成長　腰で知る 夏舟

2757 「じいじ」だけ　呼んではくれぬ　旱星 夏舟

2758 猫の恋空いた膝には孫が来る 夏舟

2759 氷上に　映えるか孫の　未来絵図 ケン　木村

2760 孫入賞　ジジも駆け出す　美術展 ケン　木村

2761 孫の指が　絵筆に変わる　湯殿かな 減点パパ

2762 背伸びして　お手伝いする　もみじの手 減点パパ

2763 育ジイは　遠隔操作で　お買い物 減点パパ

2764 育ジイも　孫には弱い　神対応 減点パパ

2765 育ジイは　赤ちゃん言葉　孫を抱き 減点パパ

2766 帰省した　孫の上手な　 「ババあ」の字      りく・そら・ばあば

2767 孫おぶり　巣立ち見守る　初つばめ りく・そら・ばあば

2768 孫たちを　見送る軒に　初つばめ りく・そら・ばあば

2769 ふわふわの　孫胸に抱き　夏となる 宮のふみ

2770 どこまでも　付き合う散歩　五月晴れ 宮のふみ

2771 麦の秋　背負えと渡す　おんぶ紐 宮のふみ

2772 お受験や爺は立つたり座つたり Akiki

2773 孫の目の　羨むやうに　年の豆 Akiki

2774 年玉や　爺に貰ひし　額言はず Akiki

2775 ふらここの　祖母をやさしく　揺する夕 Akiki

2776 庭仕事の　空ゆく孫の　しやぼん玉 Akiki

2777 年金を もらいて孫と アイスクリン めめりん

2778 「じぃじ見て」　　小さき画伯　夏描く めめりん

2779 夏の果　孫の成長　 しみじみと めめりん

2780 冷や奴　孫はスプーンで　豪快に めめりん

2781 逆風に　負けるな孫の　凧高く めめりん

2782 孫よりも　我が子にかかる　じじばば手 んけ

2783 口癖の　わたしの頃は　飲み込んで んけ

2784 孫になら　わたしの時より　甘いはず んけ

2785 私より　甘い父母　でも嬉し んけ

2786 戸惑うな　昔と違う　熱帯夜 トトロ

2787 ひまわりの　服着た孫に　笑顔あり トトロ

2788 汗拭い　戸惑う夏の　熱帯夜 トトロ

2789 もみじの手 じぃじの肩と 夏をもむ めめりん

2790 孫自慢 ほどほどにせよ 赤蜻蛉 めめりん

2791 運動会　ばぁばの煮物と　秋晴れと めめりん

2792 ひなたぼこ　じぃじみたいに　上手でしょ めめりん

2793 老いの道　孫と歩けば　春の道 めめりん

2794 幸せは　孫と川の字　蚊帳の中 はなばあば

2795 夏休み　終われば元の　静寂や はなばあば

2796 蛍見て　おしりに電球　ついてるの？ はなばあば

2797 ジイジイと　蝉と孫とが　爺を呼ぶ はなばあば

2798 オムツ替え　おしっこかかる　じじの夏 めめりん

2799 ユニクロの　孫とおそろの　リラコはく めめりん



育じい 育ばあ 「俳句」投句作品一覧

名前またはペンネーム
応募№ ■俳句作品

2800 子より孫　継いだ我が家の　夏の味 めめりん

2801 風鈴と　音痴な孫と　 じぃの唄 めめりん

2802 木枯らしや　送り迎えで　大合唱 さおり

2803 夏休み　ばあばの事を　ママと呼ぶ さおり

2804 新しい　孫の制服　風薫る さおり

2805 三脚と　孫の入学　晴れ姿 さおり

2806 初さんま　孫の好物　用意する さおり

2807 初孫の　成長まぶしき　亡き夫に 小野　徳代

2808 孫3歳　ばあばあは古希に　共に前進 小野　徳代

2809 久しぶり　ばあば遊ぼう　腰伸ばす 小野　徳代

2810 抱きしめた　孫の温もり　永遠に 小野　徳代

2811 宿題の　エンピツ止まる　蝉時雨 りるじい

2812 涼風や　湯船の狭し　孫笑う狭し　孫笑う 琉衣じい

2813 夕焼けて　つなぐ手片手に　ランドセル 凛じい

2814 武者人形　泣き声高く　お食い初め 朔じい

2815 帰省子や　腕に包みて　上がり口 しげじい

2816 孫のシャツ　真っ白干して　更衣 凛ばあ

2817 「僕運ぶ」　テーブル遠く　生ビール 琉衣ばあ

2818 扇風機　孫ら寝たるや　ご飯粒 りるばあ

2819 離乳食　ご馳走並べて　夏来る 朔ばあ

2820 おんぶひも　再登板の　昼寝かな まりばあ

2821 春祭　おくつがママに　あいたいの オーロッコリン

2822 蝌蚪の国　親子四代　覗き見る オーロッコリン


